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　ライフσβイン૯合学科ҩྍࣄ຿コース̎年生のؠஉ真ಹඒさんが日本৘ใॲ理ݕఆ協
会主催のݕఆࢼ験ʢࢼ験地ɿ本学ʣにおいて、શ̔छ໨で̍ڃを取ಘし、会௕特別৆をड
৆した。ฏ੒30年度はશࠃで�0名しかड৆できておらͣ、ؠஉさんが�1人໨のշڍにな
る。ʢฏ੒31年̎月22日現ࡏʣ
、を取ಘするとڃ験で̍ࢼఆݕϫープϩޠஉさんはೖ学したฏ੒29年から７月に日本ؠ　

そこから࣍々と̍ڃを取ಘしていき、ฏ੒31年
̎月に৘ใॲ理技能ݕఆʢσータϕースʣで
を取ಘしたことで、શ̔छ໨制೼ならびにڃ̍
会௕特別৆のड৆となった。
を通してύιコンに深くۀからत࣌生のߍߴ　
৮れ࢝め、ύιコンのָしさを࢝͡ײめた。
もୡ੒ףでは初となるશ商̑ߍߴ੶していたࡏ
している。ύιコンが出来ることがきっかけで、
਌からҩྍࣄ຿をקめられ、本学΁のਐ学を
決めた。
　他にも本学ࡏ学中にୈ�8ճ਍ྍใु੥ࣄٻ຿
能ྗೝఆࢼ験ʢࢼ験地ɿ۝भ大学ҏ౎キャンύス、
合֨཰ɿ�1�6�ʣやୈ1�8ճ日商฽ݕهఆࢼ験
市、合֨཰ɿ29�6�ʣをࠤ験地ɿӉࢼʢڃ̎
ड験し、これにも一度で合֨している。
຿としてのࣄのපӃ΁ҩྍݩஉさんは、地ؠ　
ब৬が内ఆしている。今ޙは別府ߔ෦学Ԃ୹期
大学で਎に付けた技能を活かし、地域に貢献す
ることが期଴される。
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別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
は
、「
自
立
・

自
活
で
き
る
人
ࡐ
の
育
成
」
の
ݐ
学

の
ਫ਼
ਆ
の
も
と
、
学
校
は
目
的
で
は

な
く
自
ݾ
実
現
の
た
め
の
１
つ
の
手
ஈ

で
あ
り
、
自
分
は
Կ
が
得
意
で
ど
ん
な

ࢿ
֨
が
あ
る
の
か
を
よ
く
理
解
し
、

༇
し
く
気
࣋
ち
よ
く
生
活
し
て
い
く

た
め
の
教
育
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

生
活
者
と
し
て
、
࢈
業
社
会
、
情
報
化

社
会
、
高
ྸ
化
社
会
、
生
֔
学
習
社
会

に
生
き
る
意
ཉ
を
࣋
ち
、
世
の
中
の

役
に
立
つ
よ
う
働
く
た
め
の
教
育
を

創
造
し
て
き
た
。

　
さ
て
、
5�
回
卒
業
生
の
օ
さ
ん
は
、

ݐ
学
の
ਫ਼
ਆ
の
も
と
理
࿦
と
実
ફ
に

よ
っ
て
ੵ
み
重
ね
た
ଈ
ઓ
力
と
社
会
人

と
し
て
の
基
礎
力
を
਎
に
つ
け
る
と

と
も
に
、
第
２
、
第
３
の
ࢿ
֨
औ
得
に

௅
ઓ
し
て
自
ら
の
ࢿ
࣭
能
力
の
向
上
に

ྭ
み
ண
実
に
成
長
を
਱
͛
た
。
ま
た
、

学
内
外
の
行
事
・
イ
ϕ
ン
ト
を
通
し
て
、

教
ࣨ
で
は
得
ら
れ
な
い
連
ଳ
感
、

社
会
性
等
を
ຏ
き
、
修
得
し
た
専
門
的

知
識
・
技
能
等
を
公
開
・
発
表
す
る

こ
と
で
、
地
域
や
関
係
機
関
等
に
貢
献

し
、
高
い
評
Ձ
を
得
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
֤
学
科
の
ओ
な
行
事
を

紹
介
す
る
。

ʓ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

　
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

は
、
２
月
18
日
に
第
5�
回
「
フ
Ỹ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
を
『
ば
ら
ば
ら

で
な
に
が
ѱ
い
』
を
テ
ー
マ
に
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

は
２
月
21
〜
26
日
に
第
19
回
「
卒
業

制
作
・
学
生
作
品
展
２
̌
１
̕
」

を
開
催
。
い
ͣ
れ
も
個
性
豊
か
な
、

多
彩
な
作
品
の
発
表
・
展
示
で
、

؍
ཡ
し
た
方
々
を
魅
了
し
た
。

˓
食
物
ӫ
ཆ
学
科

　
第
11
回
「
お
ห
当
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
は
『
大
分
お
で
か
け
ห
当
』
を

テ
ー
マ
に
実
施
、
1
8
3
点
の
応
募

の
中
か
ら
書
ྨ
審
査
を
通
過
し
た

県
内
の
高
校
生
・
大
学
生
で
つ
く

る
10
チ
ー
ム
が
、
11
月
10
日
、
創
作

過
程
か
ら
作
品
の
出
来
۩
合
ま
で

の
本
審
査
に
進
ん
だ
。
レ
ϕ
ル
の

高
い
作
品
は
審
査
員
を
೰
ま
せ
た
。

１
月
26
日
に
は
、
ཹ
学
生
・
地
域

୹
େ
෦
௕
ɹ
ࠤ
౻
ɹ
ଇ
޷

Ұ
೥
Λ
;
Γ
͔
͑
ỳ
ͯ

େձ४༏উࠃಓ෦ɹશٷࢠঁ
ୈ�2ճશ೔ຊֶੜٷಓঁࢠԦܾ࠲ఆઓɹԙɹҏ੎ਆٶ

　
本
学
の
ݐ
学
の
ਫ਼
ਆ
は
、

『
自
立
・
自
活
で
き
る
人
ࡐ

の
育
成
』
を
ܝ
͛
、
教
৬
員

と
学
生
が
こ
れ
が
実
現
で
き
る

よ
う
に
ؤ
ு
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
ब
৬
཰
は
、
ຖ
年

ほ
΅
1
0
0
ˋ
近
い
ब
৬
཰

を
ୡ
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
20
年
程
前
か
ら
、

卒
業
後
３
年
を
経
過
し
た

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

ଓ
け
て
い
る
。
そ
の
݁
Ռ
、

̒
ˋ
の
卒
業
生
し
か
離
৬
し

て
い
な
い
。
9�
ˋ
の
卒
業
生

は
、
本
学
の
ݐ
学
の
ਫ਼
ਆ
が

຺
々
と
ܧ
ঝ
さ
れ
、
本
学
で

औ
得
し
た
ࢿ
֨
と
技
術
を

生
か
し
て
社
会
で
活
躍
し
て

い
る
こ
と
を
ڧ
調
し
て
お
き

た
い
。
Ҽ
に
、
全
ࠃ
の
短
期

大
学
の
卒
業
生
の
離
৬
཰
は
、

30
ˋ
を
超
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
੷

が
確
立
し
て
い
る
の
は
、

一
人
ひ
と
り
の
学
生
を
大
切

に
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。

　
あ
と
は
、
自
਎
の
౒
力
と

自
覚
し
か
な
い
こ
と
を
述
べ
て

お
き
た
い
。

ֶ
ߍ
๏
ਓ
ɹ
ߔ
෦
ֶ
Ԃ
ཧ
ࣄ
௕
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

ผ
෎
ߔ
෦
ֶ
Ԃ
୹
ظ
େ
ֶ
ֶ
௕
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

ߔ
ɹ
෦
ɹ
ɹ
ɹ
ਔ

Ұ
ਓ
Ұ
ਓ
Λ
େ
੾
ʹ

の
方
々
も
参
加
し
て
第
23
回
「
お
魚

さ
ば
き
教
ࣨ
」
を
開
催
し
た
。

˓
幼
児
教
育
学
科

　
第
38
回
「
子
ど
も
の
た
め
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
Χ
ー
ニ
バ
ル
」
は
、

『
ന
雪
姫
と
ル
シ
フ
Ỹ
ー
の
物
ޠ
』

を
ओ
演
目
と
し
て
、
大
分
（
12
月

̒
日
）
別
府
（
同
̔
日
）
の
２
会
場

で
上
演
。
招
଴
さ
れ
た
県
下
֤
地

の
保
育
園
・
幼
稚
園
児
ୡ
の
、
׻
声

と
感
動
と
স
إ
に
แ
ま
れ
た
。

˓
介
護
福
祉
学
科

　
第
16
回
「
ふ
く
し
・
ふ
れ
愛

ひ
ろ
ば
〜
き
ち
ょ
く
れ
！
楽
し
い
ん

デ
イ
〜
」
を
11
月
３
日
に
「
地
域
・

ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
を
同
月
10
日
に

開
催
。
福
祉
に
ڵ
ຯ
の
あ
る
学
生
や

地
域
の
օ
さ
ん
な
ど
多
数
の
参
加
が

あ
っ
た
。
大
ਖ਼
琴
の
演
૗
を
は
͡
め

学
生
手
作
り
の
演
ܶ
や
ή
ー
ム
、

食
事
等
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

楽
し
く
、
美
ຯ
し
く
、
心
に
࢒
る

会
で
あ
っ
た
。

　
5�
回
卒
業
生
の
օ
さ
ん
。
ど
う
か
、

修
得
し
た
専
門
知
識
・
技
能
・
ࢿ
֨
・

人
間
性
を
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
し
て
、

さ
ら
に
ਫ਼
進
を
重
ね
、
み
ͣ
み
ͣ
し
い

୳
ڀ
心
、
本
当
の
学
Ϳ
力
で
創
造
的

な
働
き
方
、
生
き
方
を
実
現
し
て

ほ
し
い
。

　
２
̌
１
̔
年
11
月
25
日
（
日
）
26
日
（
月
）
ҏ
勢

ਆ
宮
で
開
催
さ
れ
た
、「
第
�2
回
全
日
本
学
生
ٷ
道

女
子
Ԧ
座
ܾ
定
ઓ
」
に
۝
भ
代
表
と
し
て
出
場
。

女
子
ஂ
体
ઓ
で
見
事
、
४
優
উ
を
ऩ
め
た
。
ܾ
উ
ઓ

で
日
本
大
学
に
的
中
数
5�
対
�5
で
ഊ
ઓ
し
た
が
、

४
優
উ
は
創
部
初
の
շ
ڍ
。
ま
た
、
本
山
݁
ຑ

（
幼
児
教
育
学
科
２
年
）
が
優
ल
બ
手
賞
を
受
賞
し
た
。

　
２
̌
１
̕
年
１
月
上
०
に
別
府
市
役
ॴ
を
訪
れ
、

阿
ೆ
ण
࿨
副
市
長
に
४
優
উ
の
報
告
を
行
っ
た
。

େ
ձ
݁
Ռ

ɹ
Ұ
ճ
ઓ
ɹ
��
தớ
̑
Ờʕ

�

��
த
ớ
̐
Ờ
޿
ౡ
େ
ֶ

ɹ
ೋ
ճ
ઓ
ɹ
��
த
ɹ���ʕ

�

��
த
ɹ
ɹ�

๺
ւ
ಓ
Պ
ֶ
େ
ֶ

ɹ
४
ܾ
উ
ɹ
��
த
ɹ���ʕ

�

��
த
ɹ
ɹ�

ؔ
੢
େ
ֶ

ɹ
ܾ
ɹ
ઓ
ɹ
��
த
ɹ���ʕ

�

��
த
ɹ
ɹ�

೔
ຊ
େ
ֶ

େ
ձ
ग़
৔
બ
ख

ɹ
େ
લ
⽅
Ճ
౻
ɹ
࠼
ɹ
ớ
༮
ࣇ
ڭ
ҭ
ֶ
Պ
̍
೥
Ờ

ɹ
த
ɹ
⽅
ຊ
ࢁ
ɹ
݁
ຑ
ớ
༮
ࣇ
ڭ
ҭ
ֶ
Պ
̎
೥
Ờ

ɹ
མ
ͪ
⽅
ޙ
౻
ɹ
ਸ਼
ر
ớ
ϥ
Π
ϑ
σ
β
Π
ϯ
૯
߹
ֶ
Պ
̎
೥
Ờ

ɹ
ิ
ܽ
⽅
Տ
໺
ɹ
ਸ਼
थ
ớ
৯
෺
ӫ
ཆ
ֶ
Պ
̎
೥
Ờ

ɹ
ิ
ܽ
⽅
ฏ
ඌ
ɹ
優
ඣ
ớ
༮
ࣇ
ڭ
ҭ
ֶ
Պ
̎
೥
Ờ

　
２
̌
１
̔
年
10
月
下
०
、
福
岡
で
開
催
さ
れ
た

۝
भ
大
会
に
出
場
。
女
子
ஂ
体
ઓ
で
２
年
連
ଓ

̐
౓
目
の
優
উ
Ռ
た
し
、
31
校
の
௖
点
に
立
っ
た
。

ま
た
優
ल
ࣹ
技
校
に
も
બ
出
さ
れ
、
全
ࠃ
大
会
出
場

΁
の
切
ූ
を
উ
ち
औ
っ
た
。

　
１
̐
̕
名
が
出
場
し
た
女
子
個
人
ઓ
で
は
、

本
山
݁
ຑ
（
幼
児
教
育
学
科
２
年
）
が
優
উ
。

加
藤
彩
（
幼
児
教
育
学
科
１
年
）
は
、
࠷
優
ल

ࣹ
士
賞
を
受
賞
。
創
部
初
の
〝
̐
ף
〞
を
ୡ
成
し
た
。

　
全
ࠃ
大
会
で
は
、
֤
地
۠
の
予
બ
を
উ
ち
ൈ
い
た

10
校
（
愛
知
大
学
・
東
๺
学
Ӄ
大
学
・
近
ـ
大
学
・

大
東
จ
化
大
学
・
৴
भ
大
学
、
他
̑
校
）
が
出
場
。

昨
年
の
同
大
会
初
ઓ
で
ഊ
ઓ
し
た
日
本
大
学
と
ܾ
উ

で
対
ઓ
。
昨
年
の
リ
ϕ
ン
ジ
と
は
い
か
な
か
っ
た

が
、
過
ڈ
࠷
高
の
ઓ
੷
と
な
っ
た
。
部
員
が
̑
名

と
少
な
く
、
専
門
の
指
導
者
も
い
な
い
中
、
部
員

同
士
、
切
᛭
ୖ
ຏ
し
た
݁
Ռ
が
実
を
݁
ん
だ
。
ま
た
、

同
時
開
催
さ
れ
た
「
第
�2
回
女
子
東
西
学
生
ٷ
道

બ
ൈ
対
߅
試
合
」
に
西
܉
代
表
と
し
て
、
本
山

݁
ຑ
、
加
藤
彩
が
出
場
し
た
。

　
ೋ
年
生
は
三
月
に
卒
業
し
ब
৬
。
一
年
生
は
こ
の

չ
し
さ
を
ڳ
に
、
来
年
同
大
会
で
の
リ
ϕ
ン
ジ
に

೩
え
る
。



平成31年3月15日　第68号（ � ）溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報

෭
ֶ
௕
ɾ
հ
ޢ
෱
ࢱ
ֶ
Պ

ɹڭ

ɹत

ɹߔ

　෦

　佳

ࢠ　

ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
՝

ɹڭ

ɹत

ɹদ

　Ӝ

　
　
　ྙ

ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
՝

ɹ।
ڭ
त

ɹཬ

　த

ۄ　

　佳

ฏ
੒
��
年
౓

2
0
1
8
年
࿝
年
؃
護
学
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࠃ
ࡍ
研
ڀ
ձ

　
　ʕ

日
ຊ
ʹ
͓
͚
Δ
ἔ
࿝
年
介
護
ἕ
ͷ
঺
介ʕ

　
2
0
1
8
年
̑
月
10
日
、
本
学
ࠃ
際
交
流
՝

松
Ӝ
ྙ
՝
長
経
༝
で
上
ւ
ࢥ
博
৬
業
技
術
学
Ӄ

Ӵ
生
技
術
舆
護
理
学
Ӄ
の
௜
小
平
Ӄ
长
よ
り
、

以
下
の
招
଴
ঢ়
が
ಧ
い
た
。

　『
2
0
1
8
年
࿝
年
؃
護
学
に
関
す
る
ࠃ
際

研
ڀ
会
は
2
0
1
8
年
̒
月
28
日
に
上
ւ
ࢥ
博

৬
業
技
術
学
Ӄ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
օ
様

の
ご
参
加
を
お
ئ
い
ਃ
し
上
͛
ま
す
。

　
今
回
、
日
本
、
オ
ラ
ン
μ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
と
ࠃ
内
࿝
年
؃
護
学
に
関
す
る

経
験
が
あ
る
学
者
を
༠
っ
て
、
ス
ピ
ー
チ
を

し
ま
す
。
ॾ
ࠃ
の
࿝
年
؃
護
学
に
関
す
る
経
験

を
共
有
し
て
、
視
野
を
広
͛
て
、
今
中
ࠃ
に

お
け
る
࿝
年
؃
護
に
対
し
て
切
実
な
ध
要
を

݁
ͼ
付
け
て
、
よ
り
良
い
中
ࠃ
࿝
年
؃
護
教
育

方
法
を
୳
り
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
た
優
ल
な

人
ࡐ
を
育
成
し
ま
す
。

　
࿝
年
؃
護
教
育
の
専
門
家
と
し
て
、
̒
月
28
日

に
�0
分
͙
ら
い
日
本
の
࿝
年
؃
護
の
経
験
や

心
得
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
੣
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
』

　
中
ࠃ
に
お
け
る
「
2
0
1
8
年
࿝
年
؃
護
学

に
関
す
る
ࠃ
際
研
ڀ
会
」
の
講
演
ґ
པ
を
受
け
、

平
成
30
年
̒
月
2�
日
（
ਫ
）
〜
̓
月
２
日
（
月
）

に
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
の
３
名
、
福
岡
ۭ
ߓ

か
ら
上
ւ
΁
出
ࠃ
し
た
。
同
行
者
は
、
ࠃ
際
交
流
՝

の
松
Ӝ
ྙ
՝
長
と
里
中
玉
Ղ
ओ
೚
で
あ
っ
た
。

˓
「
2
0
1
8
年
࿝
年
؃
護
学
ࠃ
際
研
ڀ
会
」

　
　
当
日
（
̒
月
28
日
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一
⁒
開
ນ
ࣜ
　
࢘
会

ʀ

௜
小
平
　
̕
⽅
30ʵ

̕
⽅
50

１
⁒
校
長
の
発
言
　
̑
分
間
（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
）

２
⁒
ঃ
᝝
ᣵ
理
事
長
の
発
言
　
̔
分
間

　
　
休
憩
　
̕
⽅
50ʵ

10
⽅
00

ೋ
⁒
プ
レ
θ
ン

ཧ
ࣄ
௕
ɾ
ֶ
௕

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹڭ

ɹत

ɹߔ

　෦

　
　
　ਔ

෭
ֶ
௕
ɾ
հ
ޢ
෱
ࢱ
ֶ
Պ

ɹڭ

ɹत

ɹߔ

　෦

　佳

ࢠ　

ฏ
੒
��
年
౓
۝
भ
ϒ
ϩ
ỽ
Ϋ
教
һ
研
修
ձ

介
護
福
祉
࢜
ཆ
੒
ߍ
͕
୲
͏
介
護
ͷ
ະ
དྷ

　
　
〜
ཆ
੒
ߍ
͕
ủ
ࠓ
Ứ
Ͱ
͖
Δ
͜
ͱ
〜

　
平
成
30
年
２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
13
回

社
会
保
ো
審
議
会
福
祉
部
会
福
祉
人
ࡐ
確
保
専
門

委
員
会
」
に
お
い
て
、
介
護
福
祉
士
ཆ
成
՝
程
に

お
け
る
教
育
内
容
の
見
௚
し
が
ఏ
示
さ
れ
た
。

　
今
回
の
Χ
リ
Ω
ュ
ラ
ム
の
վ
ਖ਼
は
介
護
ニ
ー
ζ

の
多
様
化
・
高
౓
化
・
ෳ
ࡶ
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
ཆ
成
校
卒
業
生
が
介
護
福
祉
の
専
門
৬

と
し
て
、
介
護
現
場
に
お
い
て
中
֩
的
な
役
ׂ

を
Ռ
た
し
、
活
躍
す
る
た
め
の
ࢿ
࣭
を
育
て
、

認
知
঱
の
高
ྸ
者
等
を
ࢧ
え
る
た
め
の
優
れ
た

ケ
ア
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
౓
ཆ
成
校
卒
業
生
か
ら
介
護

福
祉
士
ࠃ
家
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

介
護
福
祉
士
ࠃ
家
試
験
全
受
験
者
の
合
֨
཰
が

�0㏖

̔
ˋ
に
対
し
、
ཆ
成
校
卒
業
生
の
合
֨
཰
は

88㏖

̌
ˋ
で
あ
っ
た
。
ཆ
成
校
卒
業
生
が
ࠃ
家
試
験

を
受
験
す
る
こ
と
は
、
ཆ
成
校
に
お
け
る
介
護

福
祉
士
教
育
の
࣭
と
介
護
の
࣭
を
୲
保
す
る
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
݁
Ռ
は
ཆ
成
校
の
必
要
性

を
社
会
に
示
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
さ
ら
に
、
入
؅
法
の
վ
ਖ਼
（
平
成
29
年
̕
月

１
日
施
行
）
に
よ
り
、
外
ࠃ
人
の
在
ཹ
ࢿ
֨
に

「
介
護
」
が
創
設
さ
れ
、
ཆ
成
校
に
も
多
く
の

外
ࠃ
人
ཹ
学
生
が
入
学
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ཆ
成
校
の
生
き
࢒
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と

同
時
に
、
多
く
の
໰
題
を
๊
え
、
ࠔ
࿭
し
て
い
る

現
ঢ়
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ཆ
成
校
を
औ
り
ר
く
環
ڥ
は
ٸ
଎

に
ม
化
し
て
き
て
い
る
。
日
本
の
介
護
の
本
来
に

向
け
て
ཆ
成
校
が
「
今
」
で
き
る
事
を
参
加
者

全
員
で
共
に
考
え
る
研
修
会
に
な
る
こ
と
を
期
଴

し
て
い
る
。

（
日
　
程
）
２
̌
１
̔
年
̕
月
28
日
（
ۚ
）・
29
日
（
土
）

（
会
　
場
）
ホ
テ
ル
΢
ỻ
ル
ビ
ュ
ー
か
ご
し
ま

（
ओ
　
催
）（
公
社
）
日
本
介
護
福
祉
士
ཆ
成
施
設

　
　
　
　 

協
会
　
۝
भ
ϒ
ロ
ッ
ク

（
୲
当
校
）
鹿
児
島
県
介
護
福
祉
士
ཆ
成
施
設
協
会

　
　
　
　 

̒
校

ừ
第
１
日
目
Ử

開
会
ࣜ

基
調
講
演
「
介
護
人
ࡐ
の
育
成
と
専
門
৬
と

し
て
の
介
護
福
祉
士
に
求
め
ら
れ
る
役
ׂ
」

（
講
師
　
ް
生
࿑
働
省
社
会
・
ԉ
護
ہ
　
福
祉

基
൫
՝
福
祉
人
ࡐ
確
保
対
ࡦ
ࣨ
　
介
護
福
祉

専
門
׭
⽅
ҏ
藤
優
子
ࢯ
）

分
科
会
（
第
１
〜
３
）

ừ
第
２
日
目
Ử
分
科
会
報
告

特
別
講
演
「
地
域
จ
化ʜ
Ԅ
美
の
島
Ӗ
と
福
祉
」

（（
公
社
）
大
島
܊
ҩ
師
会
　
介
護
࿝
人
保
݈
施
設

೒
の
ٰ
　
ࢧ
ԉ
相
談
員
県
介
護
ࢧ
ԉ
専
門
員
⽅

前
山
真
ޗ
ࢯ
）

۝
भ
ϒ
ロ
ッ
ク
協
議
会
⽅
議
長
（
代
表
理
事
）

溝
部
ਔ
ࢯ
・
࢘
会
（
事
຿
ہ
）
溝
部
Ղ
子

ด
会
ࣜ

෭
ֶ
௕
ɾ
հ
ޢ
෱
ࢱ
ֶ
Պ

ɹڭ

ɹत

ɹߔ

　෦

　佳

ࢠ　

ฏ
੒
��
年
౓
ਆ
ށ
ҩ
ྍ
福
祉
大
学

ủ
ҩ
ྍ
福
祉
ͷ
࣮
ફ
ͱ
ײ
ੑ
Λ
௨
͠
ͯ
ͷ
ཧ
೦
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ứ

ủ
ਫ਼
ਆ
อ
݈
ͷ
ج
ૅ
د
Γ
ఴ
͍
͔
Β
ੜ
·
Ε
ͯ
͘
Δ
ੜ
׆
福
祉
ࢧ
ԉ
Ứ

　
平
成
30
年
̕
月
20
日
に
、
ࢲ
Ѽ
に
ਆ
ށ
ҩ
ྍ

福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
よ
り
メ
ー
ル
が
ಧ
い
た
。

ࠩ
出
人
は
଍
立
ହ
ل
教
຿
部
長
・
຀
野
ګ
య
教
त
・

௚
ౢ
美
恵
子
講
師
か
ら
の
特
別
講
義
ґ
པ
で
あ
っ
た
。

　
日
時
は
平
成
30
年
10
月
29
日
（
月
）
、
３
ݶ

（
13
⽅
10
〜
1�
⽅
�0
）「
ҩ
ྍ
福
祉
࿦
」
୲
当
教
員
⽅

຀
野
ګ
య
、
受
講
生
⽅
݈
߁
ス
ϙ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
生
　
約
80
名
と
̐
ݶ

（
1�
⽅
50
〜
16
⽅
20
）「
ਫ਼
ਆ
保
݈
学
」
୲
当
教
員
⽅

௚
ౢ
美
恵
子
、
受
講
生
⽅
社
会
福
祉
学
科
３
年
生

約
20
名
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
จ
໘
の
「
本
学
学
生
に
ご
教
त
い
た
だ
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
学
生
ୡ
の
目
が
覚
め
る
よ
う
な

チ
ャ
ン
ス
だ
と
期
଴
し
て
お
り
ま
す
」
と
い
う

言
༿
に
ऒ
か
れ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
に

出
向
く
こ
と
に
し
た
。

（
日
　
程
）
２
̌
１
̔
年
10
月
29
日
（
月
）

（
会
　
場
）
ਆ
ށ
ҩ
ྍ
福
祉
大
学

（
ओ
　
催
）
຀
野
ګ
య
　
教
त

　
　
　
　 

௚
ౢ
美
恵
子
　
講
師

講
義
ᶗ
⽅ừ
ҩ
ྍ
福
祉
࿦
Ử
݈
߁
ス
ϙ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
・
後
期

テ
ー
マ 

「
ҩ
ྍ
福
祉
の
実
ફ
と
感
性
を
通
し
て

　
　
　
　
の
理
೦
に
つ
い
て
」

講
義
ᶘ
⽅ừ
ਫ਼
ਆ
保
݈
学
Ử
社
会
福
祉
学
科
福
祉

　
　
　
　
心
理
コ
ー
ス
３
年
・
通
年

テ
ー
マ 

「
ਫ਼
ਆ
保
݈
の
基
礎
寄
り
ఴ
い
か
ら

　
　
　
　
生
ま
れ
て
く
る
生
活
福
祉
ࢧ
ԉ
」

　
介
護
福
祉
士
に
は
、
介
護
α
ー
ビ
ス
の
中
֩
的

な
役
ׂ
を
Ռ
た
す
こ
と
が
、
今
ま
さ
に
期
଴

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
域
で
暮
ら
す
様
々

な
生
活
ࢧ
ԉ
も
含
め
た
、
介
護
（
福
祉
）
ニ
ー
ζ

の
多
様
化
・
高
౓
化
・
ෳ
ࡶ
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
な
ど
、
ख़
成
し
た
専
門
৬
と
し
て
の

介
護
福
祉
士
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
科
学
的
ࠜ
ڌ
を
も
と
に
し
た
、

介
護
福
祉
学
の
学
術
的
௥
ڀ
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
介
護
福
祉
士
ཆ
成
施
設
の
Χ
リ
Ω
ュ

ラ
ム
の
࠶
評
Ձ
を
行
い
、
今
後
の
法
վ
ਖ਼
等
に

基
づ
く
教
育
内
容
の
見
௚
し
に
ਝ
଎
に
対
応

で
き
る
力
を
、
教
員
自
਎
が
਎
に
つ
け
て
い
く

こ
と
が
ۃ
め
て
重
要
で
あ
る
。

෭
ֶ
௕
ɾ
հ
ޢ
෱
ࢱ
ֶ
Պ

ɹڭ

ɹत

ɹߔ

　෦

　佳

ࢠ　

ୈ
11
ճ
ฏ
੒
��
年
౓
大
分
ݝ
ߴ
ྸ
ऀ
福
祉
ࢪ
ઃ
౳
࣮
ફ
研
ڀ
大
ձ

ủ
ἔ
介
護
ἕ
ỳ
ͯ
ͳ
͋
ʹ
ʁ
Ứ

（
日
　
程
）
２
̌
１
̔
年
11
月
13
日
（
Ր
）

（
場
　
ॴ
）
大
分
市
ʗ
レ
ン
ϒ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

（
ओ
　
催
）
大
分
県
࿝
人
福
祉
施
設
協
議
会

　
大
分
県
࿝
人
福
祉
施
設
協
議
会
大
木
　
ོ
会
長

か
ら
、
講
演
「
〝
介
護
〞
っ
て
な
あ
に
ʁ
」
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
ύ
ワ
ー
ϙ
イ
ン
ト
と
以
下
の

レ
ジ
ュ
メ
で
実
施
し
た
。

１
⁒
は
͡
め
に
（
自
ݾ
紹
介
）

２
⁒「
2
0
1
8
⁒
ࠃ
際
࿝
年
؃
護
学
会
（
中

ࠃ
・
上
ւ
）
」
に
参
加
し
て
の
想
い

　
・
介
護
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
ど
の
よ
う
に

఻
え
る
と
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
か
ʁ

　
・
ఏ
言
ᶗ
⽅
؃
護
だ
け
で
役
ׂ
を
୲
え
る

の
か
ʁ

　
・
介
護
と
い
う
ྖ
域
が
創
出
し
た
理
༝

　
・
ఏ
言
ᶘ
⽅
介
護
と
؃
護
の
在
り
方

３
⁒『
実
は
、
介
護
っ
て
ね
！
』

̐
⁒
݁
࿦

ཧ
ࣄ
௕
ɾ
ֶ
௕

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹڭ

ɹत

ɹߔ

　෦

　
　
　ਔ

෭
ֶ
௕
ɾ
հ
ޢ
෱
ࢱ
ֶ
Պ

ɹڭ

ɹत

ɹߔ

　෦

　佳

ࢠ　

ฏ
੒
��
年
౓
શ
ࠃ
教
৬
һ
研
修
ձ

介
護
福
祉
࢜
教
育
ͷ
ຊ
࣭
Λ
୳
Δ

　
　
〜
Χ
Ϧ
Ω
ュ
ラ
Ϝ
ͷ
ݟ
௚
͠
Λ
౿
·
͑
ͯ
〜

　
内
ֳ
府
の
౷
ܭ
に
よ
る
と
、
65
ࡀ
以
上
の

高
ྸ
者
は
総
人
ޱ
の
2�
，̓
ˋ
（
平
成
29
年
調
査
）

で
、
他
の
先
進
ओ
要
ࠃ
に
ൺ
べ
て
も
ྨ
の
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
長
ण
ࠃ
日
本

の
、
福
祉
に
関
す
る
知
見
に
世
界
中
か
ら
の
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
な
か
、
介
護
福
祉
士
ཆ
成
校

に
対
し
て
も
期
଴
や
՝
題
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
も

い
る
。
時
代
എ
景
や
社
会
構
造
の
ม
ભ
に
൐
い

ม
化
し
た
こ
と
と
し
て
ケ
ア
の
対
象
が
「
ར
用
者

と
家
଒
お
よ
ͼ
地
域
社
会
」
と
な
り
、
ҩ
ྍ
的

ࢧ
ԉ
を
含
め
た
介
護
と
社
会
的
ࢧ
ԉ
を
౷
合
し
た

予
๷
的
で
แ
ׅ
的
な
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
に
௥
ਵ
し
、
介
護
福
祉
士
ཆ
成

՝
程
の
Χ
リ
Ω
ュ
ラ
ム
で
は
ྙ
理
育
成
が
見
௚
さ

れ
た
。
豊
か
な
感
性
を
育
く
み
ྙ
理
؍
を
高
め
る

こ
と
で
、
介
護
ニ
ー
ζ
の
多
様
化
・
高
౓
化
・

ෳ
ࡶ
化
に
対
応
で
き
る
࣭
の
高
い
ケ
ア
が
期
଴

で
き
る
。
さ
ら
に
、
介
護
՝
程
の
展
開
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
基
礎
力
を
ڧ
化
す
る

こ
と
が
ԁ
׈
な
チ
ー
ム
ӡ
Ӧ
に
݁
ͼ
つ
き
、
૊
৫

や
社
会
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
μ
ー
と
し
て
活
躍

で
き
る
こ
と
を
確
৴
し
て
い
る
。
し
か
し
、
成
ख़

し
た
福
祉
社
会
΁
の
ϋ
ー
ド
ル
は
高
く
、
多
様

な
学
生
΁
の
ࢧ
ԉ
も
含
め
少
子
化
に
൐
う
人
ࡐ

ෆ
଍
に
ண
い
て
໛
ࡧ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
そ
こ
で
今
大
会
で
は
、『
豊
か
な
人
間
性
と

創
造
性
を
උ
え
た
人
ࡐ
育
成
』
を
目
ඪ
と
し
た

〝
教
育
の
本
࣭
を
୳
る
〞
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

と
し
た
。

（
日
　
程
）
２
̌
１
̔
年
11
月
28
日
（
ਫ
）〜
30
日
（
ۚ
）

（
場
　
ॴ
）
宮
崎
市
ຽ
プ
ラ
ザ

（
ओ
　
催
）（
公
社
）
日
本
介
護
福
祉
士
ཆ
成
施
設

　
　
　
　 

協
会

（
ओ
　
؅
）
平
成
30
年
౓
全
ࠃ
教
৬
員
研
修
会

　
　
　
　 

実
行
委
員
会
　
۝
भ
ϒ
ロ
ッ
ク

ừ
第
１
日
目
Ử

開
会
ࣜ

講
演
ᶗ
⽅「
心
や
さ
し
き
名
も
無
い
ӳ
༤
を
育
て

　
　
　
　 

た
い
」

（
講
師
　
宮
崎
県
立
美
術
館
　
館
長
　
ඈ
田
　

༸
ࢯ
）

講
演
ᶘ
⽅「
介
護
福
祉
に
お
け
る
実
ફ
力
と
は
Կ
か
」

（
講
師
　
܈
അ
ҩ
ྍ
福
祉
大
学
大
学
Ӄ
　
特
認
教
त

ࠇ
澤
ః
෉
ࢯ
）

ừ
第
２
日
目
Ử

講
演
ᶙ
⽅「
介
護
人
ࡐ
確
保
対
ࡦ
と
介
護
福
祉
士

　
　
　
　 

に
求
め
ら
れ
る
機
能
」

（
講
師
　
ް
生
࿑
働
省
社
会
・
ԉ
護
ہ
福
祉
基
൫
՝

福
祉
人
ࡐ
確
保
対
ࡦ
ࣨ
　
ࣨ
長
ิ
佐
　
୩
ؙ
一
෉
ࢯ
）

　
　
　
　 

報
告
「
外
ࠃ
人
ཹ
学
生
に
関
す
る

　
　
　
　 

協
会
の
対
応
」

（
講
師
　
日
本
介
護
福
祉
士
ཆ
成
施
設
協
会
副
会
長

࿨
歌
山
:
.
$
"
ࠃ
際
福
祉
専
門
学
校
　
理
事

Ҫ
೭
上
๕
༤
ࢯ
）

分
科
会
（
第
１
〜
̐
）

ừ
第
３
日
目
Ử
シ
ン
ϙ
ジ
΢
ム
「
介
護
福
祉
士
ཆ
成

　
Χ
リ
Ω
ュ
ラ
ム
の
見
௚
し
を
౿
ま
え
た
介
護
福
祉

　
教
育
の
あ
り
方
」

開
会
ࣜ



　
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
໰
と
し
て

体
ܥ
的
に
研
ڀ
す
る
者
が
日
本
全
ࠃ
よ
り
集
ま
り

研
ڀ
成
Ռ
の
発
表
を
行
う
学
会
と
ओ
催
事
業
が

開
催
さ
れ
た
。

ớ
େ
ձ
ς
ồ
Ϛ
Ờ「
̖
̨
̚
̖
̣
৽
共
生
時
代
」

ớ
೔
ఔ
Ờ
平
成
30
年
11
月
2�
日
（
土
）

ớ
৔
ॴ
Ờ
大
ࡕ
จ
化
෰
૷
学
Ӄ

ớ
ج
ௐ
ߨ
ԋ
Ờ「
̖
̨
̚
̖
̣
ॾ
ࠃ
に
お
け
る
フ
Ỹ
ッ

シ
ョ
ン
࢈
業
の
現
ঢ়
と
՝
題
」

ớ
ߨ
ࢣ
Ờ
ҏ
藤
஧
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
ג
ࣜ
会
社

　
Տ
合
ल
জ
ࢯ

ớ
ච
ऀ
ݚ
ڀ
ൃ
ද
Ờ「
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら

ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
が
も
た
ら
す
ޮ
Ռ
に
つ
い
て
」

　
ࡨ
視
・
だ
ま
し
ֆ
・
ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
と
い
っ
た

美
術
的
表
現
技
法
を
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
に
औ
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
様
な
ޮ
Ռ
が

も
た
ら
さ
れ
る
の
か
デ
ザ
イ
ナ
ー
ζ
ϒ
ラ
ン
ド
の

作
品
を
例
と
し
て
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
の
ม
ભ
か
ら

考
࡯
し
発
表
し
た
。
そ
の
他
の
会
員
に
よ
る
ޱ
಄

発
表
2�
݅
と
ϙ
ス
タ
ー
プ
レ
θ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

10
݅
の
発
表
も
あ
っ
た
。

ớ
ࣄ
ۀ
໊
Ờ「
ύ
リ
ࣜ
立
体
ࡋ
அ
セ
ミ
ナ
ー
」

ớ
೔
ఔ
Ờ
平
成
31
年
̍
月
13
日
（
日
）

ớ
৔
ॴ
Ờ
߳
蘭
女
子
短
期
大
学

ớ
ߨ
ࢣ
Ờ
エ
ス
Ϟ
ー
ド
東
ژ
校
Ϟ
デ
リ
ζ
ム
講
師

　
青
鹿
ઍ
恵
子
ࢯ

ớ
಺
༰
Ờ
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
ओ
催
事
業

に
参
加
し
た
。
ύ
リ
ࣜ
立
体
ࡋ
அ
の
࠶
現
作
品

と
し
て
１
̕
̑
̌
年
代
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
デ
ィ

オ
ー
ル
Ϥ
ー
ク
切
り
ସ
え
ϒ
ラ
΢
ス
の
ド
レ
ー

ピ
ン
グ
講
習
が
あ
っ
た
。
実
物
を
立
体
ࡋ
அ
で

૊
ん
だ
の
ち
、フ
ラ
ッ
ト
ύ
タ
ー
ン
に
ト
レ
ー
ス
、

立
体
ࡋ
அ
後
の
ト
ワ
ル
に
つ
い
て
ൺ
ֱ
し
デ
ザ

イ
ン
の
研
ڀ
を
行
っ
た
。

　
第
23
回
۝
भ
ϋ
ン
ド
ϕ
ル
フ
ỻ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
、
平
成
30
年
̕
月
2�
日
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

フ
ィ
ル
ϋ
ー
Ϟ
ニ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

大
分
県
で
は
３
回
目
の
開
催
だ
が
、
連
ໍ
に

加
入
し
て
い
る
テ
ィ
ー
ム
が
本
学
以
外
に
無
く
、

今
回
も
以
前
と
同
様
、
実
行
委
員
長
݉
།
一
人

の
委
員
と
し
て
४
උ
を
行
っ
た
。

　
フ
ỻ
ス
に
は
東
ژ
の
本
部
か
ら
２
名
来
て

く
れ
た
。
出
演
者
は
本
学
学
生
と
卒
業
生
の

２
テ
ィ
ー
ム
を
含
Ή
۝
भ
ࢧ
部
̔
県
の
小
学
生

か
ら
80
代
ま
で
、
ܭ
2�
テ
ィ
ー
ム
Ԇ
べ
約
3
0
0
名

で
あ
っ
た
。
֤
テ
ィ
ー
ム
が
行
う
ソ
ロ
演
૗
と
、

他
テ
ィ
ー
ム
と
の
合
同
演
૗
（
マ
ス
リ
ン
ギ
ン
グ
）

２
ۂ
で
構
成
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
ࢲ
が
બ
ん
だ

ň

ཛྷ
の
〝
ふ
る
さ
と
〞
」
の
演
૗
希
๬
が
多
く
、

݁
ہ
１
部
と
３
部
の
྆
方
で
演
૗
す
る
こ
と
に

な
り
、
޾
ӡ
に
も
２
౓
も
マ
ス
の
指
ش
を
さ
せ
て

も
ら
う
機
会
を
得
た
。

　
20
年
以
上
の
歴
史
を
࣋
つ
こ
の
フ
ỻ
ス
は
、

年
々
レ
ϕ
ル
が
上
が
っ
て
い
て
素
੖
ら
し
い

演
૗
が
多
か
っ
た
と
同
時
に
、
指
導
者
を
含
め
た

高
ྸ
化
と
子
ど
も
テ
ィ
ー
ム
が
多
い
県
の
２
ۃ
化

が
印
象
的
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

こ
の
会
を
通
し
て
お
互
い
に
਌
ກ
を
図
り
つ
つ

切
᛭
ୖ
ຏ
で
き
た
し
、
଍
を
ӡ
ん
で
下
さ
っ
た

ௌ
ऺ
の
方
々
に
は
、
本
県
で
は
໓
多
に
ௌ
く

　
一
ൠ
社
ஂ
法
人
日
本
調
理
科
学
会
は
、
調
理

科
学
に
ܞ
わ
る
研
ڀ
者
の
他
、
関
連
分
野
の

研
ڀ
者
、
教
育
者
、
技
術
者
が
参
加
し
て
、

調
理
に
関
す
る
科
学
的
研
ڀ
の
ਪ
進
、
そ
の

知
識
の
普
及
を
目
的
に
活
動
を
ଓ
け
て
い
る
。

今
年
౓
大
会
は
、
定
例
の
研
ڀ
発
表
、
事
業

報
告
会
、
公
開
シ
ン
ϙ
ジ
΢
ム
「
調
理
と
݈
߁

ʕ

఻
౷
的
な
࿨
食
と
食
จ
化
は
認
知
঱
予
๷
に

つ
な
が
るʕ

」
、
ύ
ネ
ル
デ
ィ
ス
Χ
ッ
シ
ョ
ン

「
࿨
食
の
Ձ
஋
と
次
世
代
に
ܧ
ঝ
す
べ
き
技
術
」
、

特
別
企
画
「
次
世
代
に
఻
え
ܧ
͙
　
日
本
の
家
ఉ

ྉ
理
」
、
/
1
0
Ω
ャ
ン
ύ
ー
に
よ
る
ࡂ
֐
時

デ
Ϟ
調
理
が
実
施
さ
れ
た
。

　
特
別
企
画
「
次
世
代
に
఻
え
ܧ
͙
　
日
本
の

家
ఉ
ྉ
理
」
で
は
、「
大
分
県
の
家
ఉ
ྉ
理
　
ओ
ࡊ

の
特
徴
　
৽
઱
で
豊
෋
な
素
ࡐ
、
歴
史
と
知
恵

の
٧
ま
っ
た
も
の
」
に
つ
い
て
、
๬
月
が
ϙ
ス

タ
ー
発
表
を
行
っ
た
。
大
分
県
の
次
世
代
に

఻
え
ܧ
͙
家
ఉ
ྉ
理
を
暮
ら
し
の
എ
景
と
共
に

ه
࿥
し
、
家
ఉ
や
教
育
現
場
で
も
ར
用
Մ
能
な

ࢿ
ྉ
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ฉ
き
書
き

調
査
内
容
か
ら
、
大
分
県
で
食
さ
れ
て
き
た
ओ
ࡊ

の
特
徴
に
つ
い
て
ݕ
討
し
た
。
他
府
県
と
家
ఉ

ྉ
理
の
ओ
ࡊ
を
ൺ
ֱ
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
વ

ঢ়
گ
、
近
ྡ
の
Ө
響
の
大
き
さ
が
確
認
で
き
、

有
意
義
な
情
報
交
׵
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ཹֶੜΨΠμϯεॳͷࢼΈ
　ฏ੒20年度に文෦科学ল΄かؔ܎লிより「ཹ学生30ສ人ܭը」のࡦఆ
がଧち出され、2020年を໨్に30ສ人のཹ学生डけೖれを໨ࢦしてきた。
ಠཱ行੓๏人日本学生ࢧԉػ構の֎ࠃ人ཹ学生ࡏ੶ঢ়گ調ࠪʢ֨ࢿཹࡏ

「ཹ学」で଺ࡏしている֎ࠃ人学生の̑月̍日࣌఺ʣによると、2018年
̑月̍日現ࡏの֎ࠃ人ཹ学生は298
980人ʢର前年ൺ31
938人

ʢ12�0�ʣ૿ʣと໨ඪの30ສ人にഭっている。また、৽たな֎ࠃ人材
डೖれを໨的とした֨ࢿཹࡏの૑ઃが2019年４月より࢝まる。
　こうしたಈ向をडけ、初のࢼみとして「ୈ1ճཹ学生のための合同ۀا
આ໌会」を開催した。会社આ໌、マッチング、֨ࢿཹࡏなど様々なテーマ
でҙݟ交׵をし、ཹ学生を࢝めۀاଆにもऩ֭の多いものとなったと自ෛ
している。今ޙもཹ学生と大分県内֎のۀاとマッチングを行っていく
༧ఆである。
　また、2019年̍月2�日ʢ໦ʣに「知る・ߟえるʙ異文化共生とॅみや
すい֗ͮくりʙ」というテーマでΨイμンスを開催した。まͣ、ཹ学生
の生活ݍである大分市が「どのようなࠃや地域と༑好౎市で、どのような
交流をしているのか」、「異文化理解・異文化共生のためにどのような
取り組みをしているのか」を大分市৬員の方にઆ໌してもらった。そのޙ、
ཹ学生からݟた「大分県・大分市・別府市」というテーマで、ັྗやྑく
して΄しいとこΖなど日ࠒから͡ײていることを発表した。「֎ࠃ人に༏
しい」、「自ࠃにൺべておళが多く、ศར」、「σリόリーのछྨがগない」、

「̸̬ʵ̸̛スポットがগない」という様々なҙݟがあり、༗ҙٛなҙݟ
交׵ができた。大分市とのҙݟ交ޙ׵は、大学コンιーシアムおおいたの
୲౰の方から、ཹ学生のब৬についての࿩や、௕年大分市で働いている
方からの生の੠をฉいた。生活のことやࣄ࢓のスタイルなどにཹ学生たち
は共ײしているようだった。この会を通して、ཹ学生たちのࢹ野が޿がり、
今ޙのཹ学生生活やଔޙۀのਐ࿏બ୒に໾ཱつことを期଴する。
　このように今年度はཹ学生向けのΨイμンスを初めて開催できた。
今ޙも、「真のࡍࠃ人」として大分県内をは͡め日本ࠃ内、海֎でも別府
との連携ؔػ܎やؔۀا෦学Ԃ୹期大学のཹ学生たちが活༂できるようߔ
をਤっていく。 機

会
の
な
い
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ϋ
ン
ド
ϕ
ル
の
演
૗
会
を
ఏ

ڙ
で
き
た
と
ࢥ
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
方
々
の
お
力
に
よ
り
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
表
ࢴ
デ
ザ
イ
ン

で
大
ଂ
開
平
ࢯ
、
࢘
会
と

ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
で
非
常
ۈ

の
友
Ӭ
༿
子
先
生
、
ス
テ
ー
ジ

以
外
を
回
し
て
下
さ
っ
た
溝
部

学
園
の
先
生
方
、
ス
テ
ー
ジ

࢓
ࠐ
み
を
手
఻
っ
て
く
れ
た

卒
業
生
と
学
生
の
օ
さ
ん
、

そ
し
て
Կ
よ
り
全
໘
的
に

協
力
し
て
下
さ
っ
た
学
園
と

関
係
֤
位
に
஭
心
よ
り
お
ྱ

ਃ
し
上
͛
ま
す
。

　
ࢲ
は
、
２
̌
１
̓
年
に
別
府
溝
部
学
園
短
期

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
ࠃ
際
先
๝
ୂ
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
い
ろ
い
ろ
な
交
流
を
し
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ϒ
ओ
催
の

「
大
分
・
۽
本
か
ら
ࠃ
際
平
࿨
を
考
え
る
」
、

大
分
市
ओ
催
の
ワ
ー
ル
ド
フ
ỻ
ス
タ
、
お
お
い
た

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。
こ
の

よ
う
な
ࠃ
際
交
流
活
動
に
参
加
し
、
大
分
の

օ
さ
ん
に
世
界
の
จ
化
を
見
て
も
ら
い
、
時
に

体
験
し
て
も
ら
い
、
世
界
の
食
べ
物
を
食
べ
て

も
ら
っ
た
経
験
は
、
今
後
の
自
分
の

人
生
に
き
っ
と
役
に
立
つ
と
ࢥ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ཹ
学
生
代
表
と
し
て
姫
山
会

の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
学
園

ࡇ
実
行
委
員
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
の
出
し
物
や

໛
ٖ
ళ
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、

日
本
人
学
生
と
共
に
意
見
を
出
し
合
っ
た
時
間

は
Կ
物
に
も
代
え
ら
れ
な
い
و
重
な
経
験
で
す
。

姫
山
ࡇ
当
日
は
、
໛
ٖ
ళ
や
ス
テ
ー
ジ
を

通
し
て
、
ࢲ
た
ち
ཹ
学
生
の
ࠃ
の
จ
化
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
֤
学
科
の

学
生
や
先
生
方
、
そ
し
て
来
場
し
て
く
れ
た

お
٬
様
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
良
い
ࢥ
い
出

と
な
っ
た
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
別
府
溝
部
学
園
を
卒
業
し
ま
す
が
、

楽
し
い
時
、
ۤ
し
い
時
を
共
に
学
校
で
過
ご

し
た
同
ڃ
生
、
਌
਎
に
ࢲ
た
ち
の
事
を
考
え
、

時
に
厳
し
く
、
時
に
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
た

先
生
方
と
過
ご
し
た
こ
の
２
年
間
が
自
分
た
ち

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ผ෎ߔ෦ֶԂ୹ظେֶͷཹֶੜͨͪ
　
現
在
、
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
に
は
、
88
名
の
ཹ
学
生
が
在
੶

し
て
い
る
。（
２
̌
１
̕
年
３
月
１
日
現
在
）
ࠃ
੶
は
、
中
ࠃ
、

ネ
ύ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
Χ
、
ϕ
ト
ナ
ム
、
Χ
メ
ル
ー
ン
、
ケ
ニ
ア
の

̒
か
ࠃ
で
、
̐
つ
の
学
科
に
ॴ
ଐ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ເ
を
日
本
で

׎
え
る
た
め
に
ຖ
日
元
気
に
日
本
ޠ
を
学
ͼ
な
が
ら
、
介
護
、
食
物

ӫ
ཆ
、
幼
児
教
育
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
専
門
性
を
高
め
て
い
る
。

　
近
年
日
本
で
ब
৬
し
た
い
学
生
が
大
෯
に
増
え
、
昨
年
౓
は
50
ˋ

の
ཹ
学
生
が
日
本
で
ब
৬
し
た
。
日
本
で
の
ब
৬
先
は
、「
技
能

実
習
生
」
の
受
け
入
れ
や
؅
理
を
す
る
た
め
に
、
人
ࡐ
೿
ݣ
会
社
΁

通
༁
と
し
て
ब
৬
を
し
た
も
の
、
中
小
企
業
の
ଈ
ઓ
力
と
し
て
大
分
県

の
専
門
঎
社
΁
ब
৬
し
๵
қ
業
຿
に
ܞ
わ
る
も
の
、
౬
෍
Ӄ
の
࿝
ฮ

ཱྀ
館
や
ホ
テ
ル
΁
ब
৬
し
た
も
の
な
ど
多
ذ
に
渡
る
。

　
ま
た
、
ཹ
学
生
の
う
ち
25
ˋ
が
ߋ
な
る
高
み
を
め
ざ
し
、
"
1
6
、

大
東
จ
化
大
学
、
ホ
テ
ル
の
専
門
学
校
に
進
学
し
、
専
門
分
野
を

ษ
ڧ
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
上
ւ
出
਎
の
学
生
は
、
卒
業
後
、
上
ւ

の
日
ܥ
企
業
で
ब
৬
し
活
躍
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
ब
৬
を
希
๬
す
る
学
生
が
大
෯
に
増
え
た

た
め
、
৽
た
な
試
み
と
し
て
、「
第
１
回
ཹ
学
生
の
た
め
の
合
同
企
業

આ
໌
会
」
を
開
催
し
た
。
ཹ
学
生
が
日
本
で
ब
৬
す
る
に
は
、『
在
ཹ

ࢿ
֨
』
を
『
ཹ
学
』
か
ら
『
人
จ
知
識
ࠃ
際
業
຿
』
΁
の
ม
ߋ
が

ෆ
Մ
ܽ
で
あ
る
た
め
、
会
の
前
半
は
、
企
業
か
ら
の
自
社
આ
໌
会
と

マ
ッ
チ
ン
グ
、
後
半
は
、
実
際
に
大
分
県
で
ब
৬
し
、
在
ཹ
ࢿ
֨
の

ม
ߋ
を
し
て
い
る
卒
業
生
を
招
き
、「
在
ཹ
ࢿ
֨
の
ษ
ڧ
会
」
も
実
施

し
た
。
ԕ
く
は
๺
ւ
道
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
「
第
１
回
ཹ
学
生
の

た
め
の
合
同
આ
໌
会
」
終
了
後
、
大
分
県
内
の
ジ
ỻ
イ
リ
ー
ス
、

μ
イ
プ
ロ
΁
の
ཹ
学
生
向
け
会
社
見
学
も
実
現
し
て
い
る
。

　
今
後
、「
特
定
技
能
」
と
い
う
৽
し
い
ビ
ザ
が
２
̌
１
̕
年
̐
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、
本
学
の
ڧ
み
を
生
か
し
た
専
門
性
の
高
い
ࠃ
際

人
ࡒ
の
育
成
や
日
本
ޠ
だ
け
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
ス
Ω
ル
を
࣋
つ
人
ࡐ

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
、
日
本
ޠ
能
力
試
験
２
ڃ
を
࣋
つ
学
生
の
た
め
に
、

２
̌
１
̕
年
̐
月
か
ら
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
「
ࠃ
際
経
Ӧ

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」
を
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
؍
ޫ
コ
ー
ス
」
と
ߋ
に
進
化

さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
؍
ޫ
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
ࡐ

を
育
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
、
す
で
に
ϕ
ト
ナ
ム
、
中
ࠃ
か
ら

の
৽
入
生
を
迎
え
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
日
本
で
の
活
躍
が
期
଴

さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
今
後
も
地
域
に
ࠜ
ざ
す
ࠃ
際
人
ࡐ
の
育
成
に
力

を
入
れ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
ロ
ー
Χ
ル
に
。
グ
ロ
ー
Χ
ル
に
。
」

日
本
で
活
躍
す
る
人
ࡐ
を
育
成
し
ଓ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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４
学
科
合
同
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

ϥ
Π
ϑ
σ
β
Π
ϯ
૯
߹
ֶ
Պ
ɾ
৯
෺
ӫ
ཆ
ֶ
Պ

༮
ࣇ
ڭ
ҭ
ֶ
Պ
ɾ
հ
ޢ
෱
ࢱ
ֶ
Պ

〜
ฏ
成
�0
年
౓
ब
৬
ࢧ
ԉ
՝
年
間
ܭ
ը
〜

ừ
ब
৬
Ψ
Π
μ
ϯ
ε
Ử

ɹ
ୈ
Ұ
ճ
ɹ
ब
৬
Ψ
Π
μ
ϯ
ε

ɹ
ɹủ
ब
׆
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ূ
໌
ॻ
ͷ
ख
ଓ
͖
ɾ
ཤ
ྺ
ॻ
ͷ
ॻ
͖
ํ
౳
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
・
食
物
ӫ
ཆ
学
科
・
幼
児
教
育

　
　
学
科
・
介
護
福
祉
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̐
月
̒
日
（
ۚ
）

　
ୈ
ೋ
ճ
ɹ
ब
৬
Ψ
Π
μ
ϯ
ε

ɹ
ɹủ
࡞
จ
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
・
食
物
ӫ
ཆ
学
科
・
幼
児
教
育

　
　
学
科
・
介
護
福
祉
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̐
月
̒
日
（
ۚ
）

ɹ
ୈ
ࡾ
ճ
ɹ
ब
৬
Ψ
Π
μ
ϯ
ε
ụ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
Ủ

ɹ
ɹủ
ब
׆
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
Ϛ
φ
ồ
ߨ
࠲
ɾ
໘
઀
ฤ
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
ӫ
ཆ
学
科
、
介
護
福
祉

　
　
学
科
、
幼
児
教
育
学
科
の
֤
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
本
学
非
常
ۈ
講
師
　
田
原
　
༟
子 

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̑
月
12
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
11
時
00
分

　
　
場
ॴ
ʗ
本
館
　
短
大
ホ
ー
ル

ɹ
ୈ
࢛
ճ
ɹ
ब
৬
Ψ
Π
μ
ϯ
ε

ɹ
ɹủ
ब
৬
׆
ಈ
ͷ
ϕ
ồ
ε
ϝ
Π
Ϋ
ͱ
਎
ͩ
͠
ͳ
Έ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
ӫ
ཆ
学
科
、
幼
児
教
育

　
　
学
科
、
介
護
福
祉
学
科
の
֤
２
年
生
உ
女
希
๬
者
）

　
　
講
師
ʗ
赤
峰
友
美
子 

先
生
（
本
学
非
常
ۈ
講
師
）

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̒
月
̕
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
11
時
00
分

　
　
会
場
ʗ
本
館
３
֊
　
֊
ஈ
教
ࣨ

ɹ
ୈ
ޒ
ճ
ɹ
ब
৬
Ψ
Π
μ
ϯ
ε

ɹ
ɹủ
ब
׆
ͷ
ͨ
Ί
ͷ
ਖ਼
͠
͍
ண
͜
ͳ
͠
ɾ
Έ
ͩ
͠
ͳ
Έ
ߨ
࠲
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
ӫ
ཆ
学
科
、
介
護
福
祉

　
　
学
科
の
֤
１
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
ג
ࣜ
会
社
フ
タ
タ
　
業
຿
վ
ળ
部

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
11
月
1�
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
11
時
00
分

　
　
会
場
ʗ
本
館
3
֊
　
֊
ஈ
教
ࣨ

ɹ
ୈ
࿡
ճ
ɹ
ब
৬
Ψ
Π
μ
ϯ
ε

ɹ
ɹủ
ब
৬
׆
ಈ
ͷ
ϊ
΢
ϋ
΢
Λ
ֶ
ͼ
·
͠
Ỷ
͏
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
ӫ
ཆ
学
科
、
幼
児
教
育

　
　
学
科
、
介
護
福
祉
学
科
、
幼
児
教
育
学
科
の
֤
１
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
ジ
ョ
ϒ
Χ
フ
ỻ
お
お
い
た

　
　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
野
崎
　
久
美
子 

様
　

　
　
日
時
ʗ
平
成
31
年
̍
月
12
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
11
時
00
分

　
　
会
場
ʗ
本
館
3
֊
　
֊
ஈ
教
ࣨ

ừ
ϥ
Π
ϑ
σ
β
Π
ϯ
૯
߹
ֶ
Պ
Ử

ờ
ϑ
Ỹ
ỽ
γ
ἀ
ϯ
σ
β
Π
ϯ
ί
ồ
ε
Ở

ɹ
ୈ
Ұ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
େ
෼
ࢢ
؀
ڥ
ల
Τ
ί
ϑ
Ỹ
ỽ
γ
ἀ
ϯ
γ
ἀ
ồ
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
１
・
２
年
次
生
対
象
）　
　
　
　
　
　
　

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̒
月
２
日
（
土
）
̕
時
〜
16
時

　
　
会
場
ʗ
大
分
市
Ψ
レ
リ
ア
஛
ொ

ɹ
ୈ
ೋ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
Ξ
ύ
Ϩ
ϧ
ا
ۀ
ͷ
ब
৬
׆
ಈ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
ג
ࣜ
会
社
α
ン
エ
ー
・
ビ
ー
デ
ィ
ー

　
　
　
　
　
第
２
セ
ク
シ
ョ
ン
۝
भ
エ
リ
ア
・

　
　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ス
ー
ύ
ー
バ
イ
ザ
ー
　

　
　
　
　
　
ᖛ
崎
　
ହ
ޫ 

様

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
４
月
18
日
（
ਫ
）
1�
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
ʗ
短
大
本
館
２
֊
　
1
2
4
教
ࣨ

ɹ
ୈ
ࡾ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
઀
٬
Ϛ
φ
ồ
ɾ
Ϙ
Π
ε
τ
Ϩ
ồ
χ
ϯ
ά
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
元
̣
̝
̠
大
分
์
ૹ
ہ
ア
ナ
΢
ン
α
ー
　

　
　
　
　
　
阿
部
　
ಸ
ึ 

様

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̒
月
2�
日
（
ਫ
）
̕
時
〜
10
時
30
分

　
　
会
場
ʗ
特
別
実
習
౩
２
֊

ɹ
ୈ
࢛
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
઀
٬
ͱ
͸
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
᷂
ワ
ー
ル
ド
ύ
ー
ト
ナ
ー
ζ
　

　
　
　
　
　
教
育
୲
当
　
ڮ
本
　
百 

様

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
７
月
18
日
（
ਫ
）
̕
時
〜
10
時
30
分

　
　
会
場
ʗ
特
別
実
習
౩
２
֊

ɹ
ୈ
ޒ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
େ
෼
ࠃ
ຽ
จ
Խ
ࡇ
ɾ
ͻ
͡
͸
͘
ண
෺
γ
ἀ
ồ
Ứ

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
　
　
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）
̕
時
〜
1�
時

　
　
会
場
ʗ
日
出
ொ
・
西
教
ࣉ

ờ
ά
ϥ
ϑ
ỹ
ỽ
Ϋ
σ
β
Π
ϯ
ί
ồ
ε
Ở

ɹ
ୈ
Ұ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
ό
υ
ɾ
Ϋ
Ϧ
Τ
Π
τ
ֶ
಺
ձ
ࣾ
આ
໌
ձ
Ứ

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
ג
ࣜ
会
社
バ
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
　

　
　
　
　
　
総
຿
部
総
຿
人
事
՝
　
ย
岡
　
基
史 

先
生

　
　
　
　
　
ג
ࣜ
会
社
バ
ド
・
ク
リ
エ
イ
ト

　
　
　
　
　
業
຿
部
制
作
２
՝
　
՝
長
　
溝
ޱ
　
大
थ 

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̔
月
̕
日
（
木
）
1�
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
ʗ
ه
೦
館
３
֊
　
ύ
ソ
コ
ン
教
ࣨ

ờ
ҩ
ྍ
ࣄ
຿
ί
ồ
ε
Ở

ɹ
ୈ
Ұ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
ҩ
ྍ
ࣄ
຿
ͷ
࢓
ࣄ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ứ

（
ҩ
ྍ
事
຿
コ
ー
ス
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
松
本
੔
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
ҩ
ྍ
事
຿

　
　
　
　
　
ࠇ
田
　
ࡊ
々
美 

様
（
卒
業
生
）

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̓
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　
1�
時
00
分
〜
15
時
30
分

　
　
会
場
ʗ
短
大
本
館
　
1
2
4
教
ࣨ

ɹ
ୈ
ೋ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
ୈ
̒
ճ
ҩ
ྍ
࣮
຿
ݚ
ڀ
ֶ
ձ
�
�
�
�
Ứ

　
　
ओ
催
ʗ
一
ൠ
社
ஂ
法
人

　
　
　
　
　
ҩ
ྍ
実
຿
研
ڀ
会

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
18
時
25
分

　
　
会
場
ʗ
ホ
テ
ル
別
府
ύ
ス
ト
ラ
ル

ừ
৯
෺
ӫ
ཆ
ֶ
Պ
Ử

ɹ
ୈ
Ұ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
೔
ਗ਼
ҩ
ྍ
৯
඼
ձ
ࣾ
આ
໌
ձ
Ứ

　
　
（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
日
清
ҩ
ྍ
食
品
ೆ
۝
भ
ࢧ
ళ

　
　
　
　
　
؅
理
部
　
ԣ
山
　
真
७ 

様
　

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

〜
ֶ
ੜ
の
ͨ
Ί
の
ڭ
ཆ
ߨ
࠲
〜

ผ෎ߔ෦ֶԂ୹ظେֶ ެ։࠲ߨ

ผ෎ߔ෦ֶԂ୹ظ大ֶϗʔϜϖʔδかΒਃ͠ࠐΊ·͢ผ෎ߔ෦ֶԂ୹ظ大ֶϗʔϜϖʔδかΒਃ͠ࠐΊ·͢ ΂ͬ΀Έͧ΂ ࡧݕ

　本年度も、本学がอ༗するઐ໳的、૯合的な教ҭ・ػڀݚ能を地域社会に開放し、
地域ॅຽの生֔学習のニーζにԠえ、地域文化の向্にࢿすることを໨的としてެ開
。を実施しました࠲ߨ
　開ઃされた࠲ߨは、
ผ෎ߔ෦学Ԃ୹ظେ学ձ৔
ʠ̍ຐ๏のύン԰さんʡアンύンマンとカレーύンマンそして温泉プールで༡ぼうͶ�、̎リζムに

のって「֎ޠࠃを࿩そう」、̏ハンυϕル࠲ߨᶃーアυόンスー、̐ハンυϕル࠲ߨᶄー
アυόンスー、̑温泉学ʢਖ਼نतۀの一ൠެ開ʣ食物栄養学科 温泉コンシェルジϡコース、༙̒
くϫク学ぼうʂ温泉の;し͗、̓大分県伝統野菜料理、̔日出産ハモを食୎に、̕実りのळ
をຯわうՈఉ料理、�0「中՚ニラエビমきまん͡Ύうʙᰅ菜ᚫ」を作Ζうʂ、��おઅ料
理を一ॹに作りませんかʁ、��おڕさ͹き�3、࠲ߨ学びの食୎ʙハラール料理を作って
みようʙ、��Նٳみಃܳ教室、��ָしいֆख࠲ߨࢴ、��つまみ޻ࡉ・੾って、貼って、つま
Ήだけ、��ハンυϝイυアクηサリーϫークシϣップ、��シルクスクリーン体験、��思
い出のண物を日ࡿにリϝイクʂ�0、࠲ߨこてֆに௅ઓしてみませんかʂ、��マジカルછ
め࠲ߨʙి子レンジを使用したછ色技๏ですʙ、��࿨食文化を学ぼうʙ࿨食ݕఆにチャ
レンジʂʙ、�350&*$ର࠲ߨࡦ、��「光の;し͗サーカス」光とか͛でおどΖき発ݟʂ
+�$0.ϗϧτϗʔϧେ෼̎֊�0�ձٞࣨձ৔
̍フラϫーアレンジ
+�$0.ϗϧτϗʔϧେ෼̎֊αςϥΠτΩϟϯύεձ৔
̍਌子で作Ζうʂʂʙϖットボトルを使った෩ླ作りʙ、̎਌子で作Ζうʂʂʙফしΰム
スタンプで年լঢ়作りʙ、̏アンチエイジング・ライフで݈߁௕ण、̐౶೘පのおはなし、
̑໌日から使える、やさしい観光ӳޠ、̒シΰトに໾ཱつʂアンΨーマωージϝント、
̓大༑宗麟とҏ౦マンシϣゆかりの੢༸文化、そのޙの行方ʙ௕࡚・生月ౡのかくれキリシタンに

よる「おらしょ・Վおらしょ」を中৺にʙ
ผ෎ࢢ಺ձ৔
̍໌日から使える、やさしい観光ӳޠ、̎໌日から使える、やさしい観光ӳޠʢカフェ
ฤʣ、　̏シΰトに໾ཱつʂアンΨーマωージϝント、̐ঁੑのब࿑ࢧԉのためのొ࿥ൢ
ചऀࢼ験ର࠲ߨࡦ
でした。
　参加ऀは༮ࣇからऀྸߴまで、෯޿い年ྸ૚でԆべ581名༨にୡし、࿨気あいあいの中、
༗ҙٛな࣌間を共༗していました。

̐
月
20
日
（
ۚ
）
に
２
年
生
・
ཹ
学
生
と
の
਌
ກ
を

図
り
、
ُ
川
地
۠
の
ւ
ଆ
を
中
心
と
し
た
別
府
の
魅
力

を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
チ
ỻ
ッ
ク
ϙ
イ
ン
ト

と
し
て
、
ُ
ཅ
ઘ
・
上
人
ἃ
඿
公
園
・
ُ
川
漁
ߓ
・

ଠ
ཅ
の
家
・
َ
ϊ
ؠ
԰
ݹ
෿
の
̑
ἃ
ॴ
設
定
、
数
名
の

グ
ル
ー
プ
で
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
等
を
使
っ
て
֤
ϙ
イ
ン
ト

を
८
り
、
୲
当
教
員
に
名
ॴ
を
バ
ッ
ク
に
グ
ル
ー
プ
で

集
合
写
真
を
撮
っ
て
໯
っ
た
あ
と
ス
タ
ン
プ
を
໯
う
、

と
い
う
ル
ー
ル

を
設
定
し
ま

し
た
。
ま
た

学
校
の
౸
ண

時
間
を
た
だ

競
う
の
で
は

な
く
、
開
会
ࣜ

時
に
学
長
先
生

に
ひ
い
て
໯
っ

た
「
く
͡
引
き
」

で
ܾ
ま
っ
た

時
間
に
࠷
も

近
い
チ
ー
ム
の

優
উ
と
い
う

ル
ー
ル
も
ซ
せ
、

教
৬
員
と
の
交
流
も
深
ま
り
大
ม
楽
し
い
行
事
と
な
り

ま
し
た
。

੖
天
に
も
恵
ま
れ
清
々
し
い
य़
の
気
候
の
中
、
ُ
川
地
۠

の
景
色
や
名
ॴ
چ
੻
を
८
り
、
৽
入
生
は
魅
力
を
知
り
、

２
年
生
は
࠶
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
だ
と
ࢥ
い
ま
す
。

大
会
終
了
後
に
は
大
分
名
物
の
と
り
天
や
ܲ
め
し
が

入
っ
た
「
豊
の
޾
ห
当
」
を
全
学
生
・
教
৬
員
に
഑
෍
し
、

学
科
ご
と
で
学
生
ओ
導
の
਌
ກ
会
を
開
き
਌
ກ
を
深
め

ま
し
た
。

平
成
��
年
度

　開
学
記
念
行
事

新
入
生
歓
迎
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
　
ӫ
ཆ
士
　
Ӭ
田
　
保
ಸ
美 

様
（
平
成
29
年
卒
業
生
）

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̐
月
23
日
（
月
）
16
時
10
分
〜
1�
時
�0
分

　
　
場
ॴ
ʗ
短
大
8�
年
館
　
̔
̓
２
教
ࣨ

　
　
内
容
ʗ
څ
食
委
ୗ
企
業
ӫ
ཆ
士
の
࢓
事

ɹ
ୈ
ೋ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲
ɹ

ɹ
ɹủ
څ
৯
؅
ཧ
࣮
श
ớ
ߍ
֎
Ờ
ʹ
޲
͚
ͯ
ͷ
ࣄ
લ
ࢦ
ಋ
Ứ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ප
Ӄ
ӫ
ཆ
࢜
ͱ
͠
ͯ
ۈ
຿
͠
ͯ

　
　
　
　
　（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
٩
ங
市
立
山
߳
ප
Ӄ

　
　
　
　
　
؅
理
ӫ
ཆ
士
　
小
य़
　
清
美 

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̐
月
2�
日
（
ۚ
）

　
　
　
　
　
16
時
10
分
〜
1�
時
�0
分

　
　
場
ॴ
ʗ
短
大
8�
年
館
　
̔
̓
２
教
ࣨ

ɹ
ୈ
ࡾ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲
ɹ

ɹ
ɹủ
څ
৯
؅
ཧ
࣮
श
ớ
ߍ
֎
Ờ
ใ
ࠂ
ձ
Ứ

　
　
　
　 

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
10
月
10
日
（
ਫ
）
16
時
10
分
〜
18
時
10
分

　
　
場
ॴ
ʗ
短
大
8�
年
館
　
̔
̓
２
教
ࣨ

　
　
来
ෂ
講
評
ʗ
高
ྸ
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
஡
ण
ԓ

　
　
　
　
　
؅
理
ӫ
ཆ
士
　
િ
զ
　
優
子 

先
生

食
物
ӫ
ཆ
学
科
２
年
生
څ
食
؅
理
校
外
実
習
修
了
者

に
よ
る
事
後
報
告
会

ɹ
ୈ
࢛
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲
ɹ

ɹ
ɹủ
େ
෼
ݝ
౦
෦
อ
݈
ॴ
ӫ
ཆ
࢜
ͷ
ެ
ऺ
ӫ
ཆ
׆
ಈ
ͷ
औ
Γ
૊
Έ
Ứ

　
　
　
　 

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
大
分
県
東
部
保
݈
ॴ
؅
理
ӫ
ཆ
士

　
　
　
　
　
久
々
宮
　
ߒ
子 

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
31
年
̍
月
16
日
（
ਫ
）
10
時
�0
分
〜
12
時
10
分

　
　
場
ॴ
ʗ
短
大
8�
年
館
　
̔
̓
２
教
ࣨ

ɹ
ୈ
ޒ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲
ɹ

ɹ
ɹủ
ӫ
ཆ
ڭ
་
ͷ
ݱ
ঢ়
ͱ
՝
୊
Ứ

　
　
　
　 

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
大
分
県
教
育
ி
体
育
保
݈
՝
学
校
保
݈
・
食
育
൝

　
　
　
　
　
指
導
ओ
事
　
加
来
　
美
名
子 

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
31
年
̍
月
18
日
（
ۚ
）
12
時
50
分
〜
1�
時
20
分

　
　
場
ॴ
ʗ
２
߸
館
食
物
ӫ
ཆ
学
研
ڀ
ࣨ

ừ
༮
ࣇ
ڭ
ҭ
ֶ
Պ
Ử

ɹ
ୈ
Ұ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
Ӵ
ੜ
ߨ
࿩
Ứ

（
幼
児
教
育
学
科
1
・
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
東
部
保
݈
ॴ
　
݀
Ҫ  

萌 

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̐
月
26
日
（
木
）

　
　
会
場
ʗ
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館
　
֊
ஈ
教
ࣨ

ɹ
ୈ
ೋ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
࣮
श
΍
ब
৬
Λ
ԁ
׈
ʹ
ਐ
Ί
Δ
ͨ
Ί
ͷ
Ϛ
φ
ồ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ứ

（
幼
児
教
育
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
フ
Ỹ
ニ
ー
フ
ỻ
イ
ス
⽅
本
多
　
ण
子 

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̒
月
29
日
（
ۚ
）

　
　
会
場
ʗ
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館
　
1
2
5
教
ࣨ

ɹ
ୈ
ࡾ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
Ξ
υ
ϕ
ϯ
ν
Ỿ
ồ
Ứ

（
幼
児
教
育
学
科
ø
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
諫
早
子
ど
も
の
城
　
館
長
　
池
田
　
尚 

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
̕
月
28
日
（
ۚ
）

　
　
会
場
ʗ
ホ
テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
日
出
・
大
分

ɹ
ୈ
࢛
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
͓
ೳ
ڭ
ࣨ
Ứ

（
幼
児
教
育
学
科
１
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
؍
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
　
෢
田 

友
 ࢤ

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
11
月
̔
日
（
木
）

　
　
会
場
ʗ
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
85
年
館
２
'

ɹ
ୈ
ޒ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹ
ߨ
ԋ
ʗủ
อ
ҭ
৬
ͷ
ྗ
ྔ
ớ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
Ờ
ܗ
੒
ͱ
৬
৔
΁
ͷ
ఆ
ண

Ổ
ֶ
ੜ
จ
Խ
ͱ
ࣾ
ձ
จ
Խ
ͷ
ࠩ
ҟ
Λ
஌
Δ
Ổ
Ứ

（
幼
児
教
育
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
ʗ
ひ
ら
た
保
育
園
　
保
育
士 

藤
内 

ѥ
 ل

先
生

　
　
　
　
　
こ
と
Ϳ
き
幼
稚
園
　
幼
稚
園
教
་
　
ؠ
உ 

ѥ
࠭
美 

先
生

　
　
　
　
　
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
　
元
教
་ 

後
藤 

美
ॹ 

先
生

　
　
日
時
ʗ
平
成
31
年
̎
月
̎
日
（
土
）

　
　
会
場
ʗ
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館
　
֊
ஈ
教
ࣨ

ừ
հ
ޢ
෱
ࢱ
ֶ
Պ
Ử

ɹ
ୈ
Ұ
ճ
ɹ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ߨ
࠲

ɹ
ɹủ
ฏ
੒
��
೥
౓
ɹ
େ
෼
ݝ
ߴ
ྸ
ऀ
෱
ࢱ
ࢪ
ઃ
౳
࣮
ફ
ݚ
ڀ
େ
ձ
Ứ

（
介
護
福
祉
学
科
１
・
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
ʗ
平
成
30
年
11
月
13
日
（
Ր
）

　
　
場
ॴ
ʗ
レ
ン
ϒ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
　
２
֊
　
ೋ
豊
の
間

ΦʔϓϯΧϨοδ��1�࣮ࢪ
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　ळの߃例行ࣄ、୹大・ࣃ科ઐ合同のスポーπ大会が、ौ୩ढ़޿実行
ҕ員௕ʢ学ࢤ会会௕ʣをは͡めとするඣࢁ会・ࢤ༑会໾員主ಋの下、
ฏ੒30年10月23日ʢ火ʣべっぷアリーφで開催されました。
　今年度は、όスέットボール・όレーボール・υッξボール・όυ
ϛントンが実施されました。また、όスέット༏উチームと教৬員༗ࢤ
とのରઓや、学科学年ର߅௕ೄ௓びも行われ、大いに੝り্がりました。
શ学年が、３つの̛ʢフレンυシップ・フェアプレー・フΝインティング
スピリットʣを೦願に、スポーπのळに;さわしい೤ઓを܁り͛޿ました。
各ڝ技の੒੷は、Ҏ下の通りです。

˓όεέοτϘʔϧ
˓όϨʔϘʔϧ
˓υοξϘʔϧ
˓όυϛϯτϯ

ʜ優উɹ༮ڭࣇҭֶՊ̎೥ੜ̗
ʜ優উɹ༮ڭࣇҭֶՊ̎೥ੜ̖
ʜ優উɹࣃՊٕ޻Պ߹ಉνʔϜ
ʜ優উɹࣃՊӴੜՊ̏೥ੜ̛

スポーツ大会

水 泳 部　
ࢲ
は
ਫ
ӭ
部
に
ॴ
ଐ
し
て
ೋ
年
目
で

ओ
ক
を
຿
め
ま
し
た
。
中
高
の
部
活
で
も

ओ
ক
を
し
て
い
た
の
で
リ
ー
μ
ー
シ
ッ
プ

や
全
員
を
ま
と
め
る
こ
と
は
得
意
で

し
た
。
で
す
が
部
活
で
は
も
め
ご
と
や

チ
ー
ム
が
่
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
ࢲ
の
一
൪
の

ࢧ
え
と
な
っ
て
い
た
の
は
同
期
の
三
人

で
し
た
。
ݏ
だ
っ
た
こ
と
や
楽
し
か
っ
た

こ
と
を
言
い
あ
え
る
関
係
が
こ
ん
な
に

素
੖
し
い
こ
と
だ
っ
た
と
վ
め
て
ڧ
く

ࢥ
い
ま
し
た
。

　
य़
か
ら
は
ೋ
名
の
一
年
生
を
迎
え
ຖ
日

࿅
習
に
ྭ
み
ま
し
た
。
࿅
習
の
ง
ғ
気

は
と
て
も
良
く
、
全
員
で
切
᛭
ୖ
ຏ
し
て

ؤ
ு
れ
ま
し
た
。
ಃ
山
先
生
か
ら
「
今
年

は
イ
ン
Χ
レ
が
ૂ
え
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
全
員
で
一
ؙ
と
な
っ
て
ઓ
っ
た
݁
Ռ

み
ご
と
に
۝
भ
で
ೋ
位
と
な
り
ஂ
体
ݖ

を
֫
得
し
、
日
本
学
生
બ
出
ݖ
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
ࢧ
え
て
く
れ
た
友
人
や

家
଒
、
ಃ
山
先
生
の
お
ӄ
で
ਫ
ӭ
を

ؤ
ு
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
保
育
士
と
し
て
日
々

ؤ
ு
っ
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

　
ࢲ
は
、
高
校
の
時
か
ら
ເ
は
日
本
一

で
し
た
。
高
校
で
׎
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
短
大
で
も
ٷ
道
を

ଓ
け
る
こ
と
に
ܾ
め
ま
し
た
。
入
学

し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ஈ
々
と
実
力

が
མ
ち
、
大
会
で
は
的
中
が
半
分
以
下

に
な
り
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
さ
れ
た
時
も

あ
り
ま
し
た
。
ٽ
く
こ
と
し
か
で
き
ͣ
、

ۤ
し
い
ば
か
り
で
、
初
め
て
ٷ
道
が

つ
ま
ら
な
い
と
ࢥ
い
ま
し
た
。
指
導
者

も
お
ら
ͣ
、
全
く
上
ୡ
し
な
い
中
、
常
に

ࢧ
え
て
く
れ
た
の
が
部
員
で

し
た
。
ஂ
体
ઓ
の
楽
し
さ
、

ۓ
ு
を
楽
し
Ή
࢟
勢
、
ٷ
道

が
޷
き
と
い
う
७
ਮ
な
心
全

て
を
ٷ
を
引
く
࢟
で
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ࢲ
は
、
真
っ

௚
͙
ٷ
を
引
く
部
員
が
大
޷
き

で
、
ત
ま
し
く
、
本
気
で
こ
の

人
た
ち
と
日
本
一
に
な
り
た
い

と
ࢥ
っ
た
の
を
今
で
も
઱
໌

に
覚
え
て
い
ま
す
。
大
会

݁
Ռ
は
、
今
ま
で
出
場
し
た
۝
भ
大
会

で
は
全
て
入
賞
し
、
日
本
一
を
ܾ
め
る

女
子
Ԧ
座
ܾ
定
ઓ
で
は
४
優
উ
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、
উ
つ

౓
お
め
で
と
う
と
言
っ
て
く
れ
た
友
ୡ
、

一
൪
近
く
で
応
ԉ
し
、
࠷
後
ま
で
৴
͡
て

く
れ
た
ސ
໰
の
Տ
野
先
生
、
Կ
よ
り
、

大
学
で
も
ٷ
道
を
ଓ
け
さ
せ
て
く
れ
た

਌
の
お
か
͛
で
す
。
̑
年
間
の
ٷ
道

人
生
、
޾
せ
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
一
を
目
指
し
て

ओ

ɹক

ɹޙ
౻

ɹਸ਼
ر

ɹ

弓 道 部

二
年
間
を
振
り
返
っ
て

ओ

ɹক

ɹ໺
ޱ

ɹࣿ
໵
Ճ

ɹ

ハ
ン
ド
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー
ズ
に
入
っ
て

෦

ɹ௕

ɹҪ

ɹ
ɹඒ
ت

)���

)���

ɹ

ɹ

��݄��೔

��݄��೔

��݄��೔

��݄��೔

��݄��೔

��݄��೔

��݄��೔

���݄���೔

���݄��೔

���݄��೔

��݄��೔

��݄��೔
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ハンドベルリンガーズ
ࢲ ୡ ͷ ׆ ಈ

ハンドベルリンガーズ　「
ઈ
対
や
っ
て
よ
か
っ
た
っ
て
ࢥ
う
か
ら
、
一
ॹ
に
や
ろ
う
」

そ
う
先
ഐ
方
や
大
௩
先
生
に
༠
っ
て
い
た
だ
い
て
、
入
学

し
て
数
ἃ
月
後
、
ࢲ
は
ϋ
ン
ド
ϕ
ル
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

初
め
は
ୟ
き
方
ど
こ
ろ
か
、
楽
ේ
も
リ
ζ
ム
も
分
か
ら
ͣ

ෆ
҆
で
し
た
が
、
初
め
て
迎
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ζ
ン

に
は
、
೉
し
い
Օ
ॴ
の
࿅
習
も
楽
し
く
感
͡
る
ほ
ど
ϋ
ン
ド

ϕ
ル
が
޷
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
先
ഐ
方
の
言
༿

は
た
だ
の
༠
い
จ
۟
で
は
な
く
本
当
の
こ
と
だ
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

　
ೋ
年
間
で
様
々
な
場
ॴ
で
演
૗
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
૗
で
௚
઀
خ
し
い
反
響
を
い
た
だ
く

こ
と
に
は
大
ม
感
動
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
目
を
開
い
て

஫
目
し
て
く
れ
た
り
、
一
ॹ
に
歌
っ
た
り
གྷ
っ
た
り
し
て
く
れ

た
り
、
演
૗
を
ௌ
か
れ
た
方
が
「
素
ఢ
だ
っ
た
わ
」
と
声
を

か
け
て
下
さ
っ
た
り
す
る
౓
に
心
が
ஆ
か
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
ϋ
ン
ド
ϕ
ル
部
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
ތ
り
に

ࢥ
い
、
機
会
を
下
さ
っ
た
大
௩
先
生
や
先
ഐ
方
、
活
動
に

関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
全
て
の
方
に
心
か
ら
感
ँ
し
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

留学生学外研修
～日本文化に触れる旅～

国際交流課

　2018年12月15日ʢ౔ʣにཹ学生8�名を連れて日ా市΁学֎ݚमに行きました。
　「食文化・歴史・伝統ܳ能を知Ζうʂ」というテーマのもと日ా市内３か所の施ઃを訪໰しました。
　「食文化」では、ຯ઻やে༉を߿から作る࿝ฮ「࣍ݪ࿠ࠨӴ໳マルハラ」の޻場ళฮ΁行き、日本のԞ深い
。ຯ௡々でしたڵҿもさせてくれ、ຯや色の違いにࢼ、食ࢼຯ઻やে༉の、ޙ学ݟ場޻。しましたڧ文化をษ߿

「歴史」では、日本࠷大ن໛のࢲक़「ᄎٓԂ」΁。「ᄎٓԂ」にࠐめられたҙຯ、教ҭ理೦、౰࣌のक़生たち
の様子のઆ໌をडけ、教ҭの大੾さに৮れました。「伝統ܳ能」では、
Ϣωスコແܗ文化ࡒにࢦఆされた「日ాٚԂࢁ๶」をݟに行き、
日本のおࡇりやࢁ๶の歴史をษڧしました。色とりどり、ഭྗある
。๶に学生たちはѹ౗されていましたࢁ
　あっという間のָしい࣌間。
　学生も大تびのָしいౙの一日でした。



ふくし・ふれ愛ひろば
地域・ふれ愛ひろば

平成30年度
介護福祉学科

お弁当コンテストお弁当コンテストお弁当コンテストお弁当コンテスト
৯෺ӫཆֶՊ

大分おでかけ弁当

第
11
回

　
第
11
回
お
ห
当
コ
ン
テ
ス
ト
を
、
平
成
30
年
11
月

10
日
（
土
）
に
開
催
し
た
。
今
年
は
、
大
分
県
で
行
わ

れ
る
ࠃ
ຽ
จ
化
ࡇ
「
お
お
い
た
大
஡
会
」
に
ち
な
み
、

家
଒
や
஥
間
と
わ
い
わ
い
食
べ
ら
れ
る
お
ห
当
と
い
う

こ
と
で
、
テ
ー
マ
を
「
大
分
お
で
か
け
ห
当
」
と
し
た
。

　
大
分
県
の
特
࢈
品
を
入
れ
、
１
食
分
の
予
ࢉ
が

5
0
0
ԁ
以
内
な
ど
を
৚
݅
と
し
、
県
内
の
高
校
と

大
学
、
本
学
学
生
よ
り
2
8
3
通
も
の
応
募
を
い
た
だ

い
た
。
書
ྨ
બ
考
の
݁
Ռ
、
10
作
品
が
本
審
査
（
調
理
・

試
食
審
査
）
に
出
場
し
た
。
本
審
査
で
は
、
受
付
か
ら

開
ด
会
ࣜ
の
࢘
会
進
行
、
賞
ঢ়
作
成
等
を
す
べ
て
本
学

学
生
が
຿
め
、
こ
の
日
の
た
め
に
४
උ
を
ੵ
ん
で
き
た
。
大
分
県
、
別
府
市
、

٩
ங
市
、
日
出
ொ
、
大
分
県
௣
୛
೶
業
協
同
૊
合
、
別
府
市
؍
ޫ
協
会
、

別
府
市
ཱྀ
館
ホ
テ
ル
૊
合
連
合
会
の
৬
員
及
ͼ
県
内
家
ఉ
科
教
་
、
本
学
食
物

ӫ
ཆ
学
科
長
が
審
査
員
と
な
り
、
調
理
技
術
・
Ӵ
生
໘
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・

見
た
目
・
ຯ
な
ど
か
ら
審
査
し
た
。
大
分
県
࢈
ถ
「
つ
や
姫
」（
大
分
県
ถ
ফ
අ

֦
大
ਪ
進
協
議
会
）
や
大
分
県
࢈
ס
௣
୛
（
大
分
県
௣
୛
೶
業
協
同
૊
合
）、

Χ
ボ
ス
（
大
分
県
Χ
ボ
ス
ৼ
ڵ
協
議
会
）
を
ఏ
ڙ
い
た
だ
き
、
当
日
の
お
ห
当

作
品
の
食
ࡐ
お
よ
ͼ
、
本
学
学
生
手
作
り
の
ன
食
（
お
に
͗
り
と
ಲ
ो
）
に

使
用
さ
れ
、
全
員
で
試
食
し
た
。

　「
大
分
お
で
か
け
ห
当
」
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ど
の
チ
ー
ム
も
՚
や
か

で
、
見
た
だ
け
で
楽
し
い
気
࣋
ち
に
な
る
よ
う
な
お
ห
当
に
࢓
上
が
っ
て
い
た
。

࠷
優
ल
賞
に
ً
い
た
東
۝
भ
ཾ
୩
高
等
学
校
の
チ
ー
ム
〝
Χ
ラ
ン
コ
エ
〞
の

「
メ
Ϟ
リ
ー
」
は
、
大
分
県
の
特
࢈
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
ক
来
家
଒
が

で
き
た
と
き
に
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
食
べ
た
い
と
い
う
ࢥ
い
が
ࠐ
め
ら
れ
た
、

彩
り
が
よ
く
߽
՚
な
お
ห
当
に
࢓
上
が
っ
て
い
た
。
本
学
ೋ
年
生
は
大
分
県

௣
୛
೶
業
協
同
૊
合
長
賞
で
あ
っ
た
。
本
学
学
生
も
、
Կ
౓
も
試
作
を
重
ね

औ
り
૊
ん
で
き
た
が
、
来
年
は
も
っ
と
工
෉
し
て
、
࠷
優
ल
賞
を
と
り
た
い

と
来
年
΁
の
意
ཉ
を
見
せ
て
い
た
。

　
介
護
人
ࡐ
育
成
と
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
、
介
護

福
祉
学
科
発
଍
当
初
よ
り
औ
り
૊
ん
で
い
る
「
ふ
く
し
・

ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
〜
き
ち
ょ
く
れ
！
楽
し
い
ん
デ
イ
〜
」

を
今
年
も
開
催
し
た
。
今
年
౓
も
昨
年
౓
と
同
様
、

１
回
目
は
県
内
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
溝
部
学
園

ふ
く
し
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
と
２
回
目
は
地
域
の
高
ྸ
者

を
対
象
と
し
た
「
溝
部
学
園
　
地
域
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

を
実
施
し
た
。
参
加
し
た
高
校
生
や
地
域
の
高
ྸ
者
に
、

介
護
の
素
੖
ら
し
さ
や
食
生
活
の
重
要
性
に
つ
い
て

൸
࿐
し
た
。

̍
ճ
໨
　
ủ
ߔ
෦
ֶ
Ԃ 

;
͘
͠
ɾ
;
Ε
Ѫ
ͻ
Ζ
͹
Ứ

ợ
೔
　
࣌
Ụ
平
成
30
年
11
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
ޕ
前
10
時
00
分
〜
1�
時
00
分

ợ
৔
　
ॴ
Ụ
福
祉
介
護
౩

　
　
　
　
　
　
1
֊
介
護
実
習
ࣨ
・
2
֊
介
2
教
ࣨ

ợ
ର
৅
ऀ
Ụ
高
校
生
23
名
　
学
内
関
係
者
11
名

̎
ճ
໨
　
ủ
ߔ
෦
ֶ
Ԃ 

஍
Ҭ
ɾ
;
Ε
Ѫ
ͻ
Ζ
͹
Ứ

ợ
೔
　
࣌
Ụ
平
成
30
年
11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
ޕ
前
̕
時
00
分
〜
13
時
00
分

ợ
৔
　
ॴ
Ụ
福
祉
介
護
౩

　
　
　
　
　
　
1
֊
介
護
実
習
ࣨ
・
2
֊
介
2
教
ࣨ

ợ
ର
৅
ऀ
Ụ
ُ
川
東
ொ
50
名
　
学
内
関
係
者
̒
名

　
テ
ー
マ
を
『
ほ
ん
わ
か
介
護
く
ん
』
と
ܾ
め
、「
ほ
ん

と
う
に
わ
か
っ
て
す
る
介
護
」
の
必
要
性
を
視
覚
・

ௌ
覚
に
ૌ
え
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
介
護
福
祉
学
科
学
生

と
教
員
に
よ
る
大
ਖ਼
琴
演
૗
か
ら
始
ま
り
、
౷
ׅ
・
ܶ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

食
事
൝
に
学
生
が
分
か
れ
、
֤
൝
と
も
に
福
祉
・
介
護
の
魅
力
が
఻
わ
る

よ
う
参
加
者
自
ら
が
体
感
で
き
る
企
画
を
盛
り
ࠐ
ん
だ
。
ま
た
対
象
者
の

特
性
に
合
わ
せ
た
内
容
と
す
る
た
め
に
、
学
生
が
自
ओ
的
・
ओ
体
的
に
औ
り

૊
ん
だ
。

　
１
・
２
年
次
生
が
協
働
で
一
つ
の
大
き
な
行
事
を
成
し
਱
͛
た
こ
と
は

و
重
な
体
験
と
な
り
、
今
後
の
学
生
自
਎
の
成
長
や
自
৴
΁
と
ܨ
が
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
年
で
38
回
目
と
な
る
幼
児
教
育
学
科
の
一
大
イ
ϕ
ン
ト
、「
子
ど
も
の

た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
Χ
ー
ニ
バ
ル
」
が
12
月
̒
日
（
木
）
に
大
分
会
場

（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
）
、
12
月
̔
日
（
土
）
に
別
府
会
場
（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）

で
行
わ
れ
た
。
今
年
も
県
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
等
施
設
か
ら
50
園
以
上
の

ਃ
し
ࠐ
み
が
あ
り
、
約
2
，3
0
0
名
の
方
々
に
ご
ཡ
い
た
だ
い
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
例
年
通
り
学
長
、
副
学
長
の
ѫ
ࡰ
の
後
、
߃
例
と
な
っ
た

「
̝
̞
Ｍ
̚
̮
̖
Ｍ
̖
　
̨
̤
̝
̧
̖
̣
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
全
員
の
意
気

ࠐ
み
を
表
現
し
た
。
֤
演
目
の
内
容
は
以
下
で
あ
る
。

・
１
年
生
⽅「
๻
の
大
๯
ݥ
〜
ເ
の
中
΁
よ
う
こ
そ
〜
」

　
り
ỵ
う
ま
܅
は
ເ
の
中
で
ి
ं
に
৐
っ
て
野
ࡊ
Ӻ
や
動
物
Ӻ
、
お
ば
け
Ӻ
に

౸
ண
し
、
そ
こ
で
た
く
さ
ん
の
お
友
ୡ
と
出
会
い
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
と

一
体
に
な
っ
て
གྷ
っ
た
り
ク
イ
ζ
を
し
た
り
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

・
２
年
生
⽅「
ന
雪
姫
と
ル
シ
フ
Ỹ
ー
の
物
ޠ
」

　『
ന
雪
姫
』
を
Ϟ
チ
ー
フ
に
、「
美
し
さ
」
と
は
Կ
か
を
考
え
、
୭
か
を
想
う

心
を
描
き
ま
し
た
。
ਏ
い
時
も
自
分
だ
け
で
な
く
、
外
ଆ
に
あ
る
世
界
を

見
つ
め
感
ँ
す
る
心
を
࣋
ち
、
友
ୡ
と
ॿ
け
合
う
こ
と
で
希
๬
が
生
ま
れ
、

ۤ
೉
を
৐
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
表
現
し
た
。

　『
フ
ィ
ナ
ー
レ
』
で
は
、
先
ഐ
の
作
っ
た
఻
౷
あ
る
「
ス
マ
イ
ル
」
を
公
演

で
の
感
ܹ
を
ט
み
క
め
な
が
ら
合
唱
し
、

স
إ
、
ྦ
を
流
す
学
生
の
࢟
が
み
ら
れ
た
。

　
ຖ
年
こ
の
催
し
を
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て

い
る
園
も
あ
り
、
今
年
も
大
盛
گ
で
ນ
を

ด
͡
た
。

日
　
時
　
平
成
31
年
２
月
18
日
（
月
）
18
⽅
00
〜
19
�

30

　
　
　
　
入
場
無
ྉ

会
　
場
　
+
⽅
D
o
N
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　『
バ
ラ
バ
ラ
で
Կ
が
ѱ
い
』
一
人
一
人
の
個
性
を

　
　
　
　
表
現
し
た
作
品
を
発
表

作
品
内
容

P
A
R
T
1
『
高
校
生
に
よ
る
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
』

　
大
分
県
立
大
分
西
高
等
学
校
・
別
府
溝
部
学
園
高
等

学
校
の
生
ె
さ
ん
が
16
点
の
作
品
を
൸
࿐
。

　
大
分
の
高
校
生
が
ؤ
ு
っ
て
、
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
を

創
造
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
能
力
を
࣎
ཆ
し
、
家
ఉ
科
教
育

の
一
૚
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
広
く
օ
様
に

ご
認
識
い
た
だ
き
た
く
企
画
し
た
。

P
A
R
T
2

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
の
学
生
が
、
一
人
一
人
の
個
性
を
生
か
し
た

作
品
に
し
よ
う
と
考
え
、
੡
作
し
た
衣
૷
29
点
を
൸
࿐
。

　
デ
ザ
イ
ン
か
ら
๓
੡
、
#
G
.
、
΢
Ỽ
ー
Ω
ン
グ
レ
ッ

ス
ン
や
メ
イ
ク
、
小
物
作
り
、
ア
ク
セ
α
リ
ー
੡
作
ま
で
、

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。

Χ
ジ
ュ
ア
ル
な
作
品
か
ら
フ
Ỽ
ー
マ
ル
ド
レ
ス
等
を
発
表
。

　
੡
作
期
間
は
̐
月
か
ら
始
め
て
約
11
ἃ
月
。

　
今
年
は
卒
業
生
の
作
品
̐
点
と
Ϟ
デ
ル
と
し
て
μ
ン
ス

チ
ー
ム
G
&
&
の
օ
さ
ん
、
学
生
の
友
人
の
օ
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　
会
場
は
、
高
校
生
・
友
人
・
一
ൠ
の
方
々
・
ब
৬
先

企
業
様
・
保
護
者
の
方
々
・
卒
業
生
の
օ
さ
ん
・
本
学
関

係
者
の
方
々
約
2
8
0
名
の
؍
٬
の
օ
様
で
大
盛
گ
だ
っ
た
。

　
ラ
ン
΢
ỻ
イ
の
高
校
生
、
短
大
生
、
μ
ン
α
ー
の
օ
さ
ん

は
、
一
人
一
人
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
ࣅ
合
っ
た
衣
૷
と
ύ
フ
Ỽ
ー

マ
ン
ス
に
、
ϔ
ア
ス
タ
イ
ル
や
メ
イ
ク
・
র
໌
ޮ
Ռ
が

プ
ラ
ス
さ
れ
、
会
場
の
؍
٬
の
օ
様
の
視
ઢ
を
ఝ
付
け
に

し
た
。

　
卒
業
後
　
ア
ύ
レ
ル
業
界
・
ソ
ー
イ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
ब
৬
が
ܾ
定
し
て
い
る
。

　
ब
৬
内
定
現
時
点
で
1
0
0
ˋ
（
)
31
�
2
月
現
在
）

日
　
時
　
平

会
　
場
　
+

テ
ー
マ
　

作
品
内
容

P
A
R
T
1

P
A
R
T
2

ス
ン
や
メ
イ
ク
、
小
物
作
り
、
ア
ク
セ
α
リ
ー
੡
作
ま
で

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

Χ
ジ
ュ
ア
ル
な
作
品
か
ら
フ
Ỽ
ー
マ
ル
ド
レ
ス
等
を
発
表

チ
ー
ム
G
&
&
の
օ
さ
ん
、
学
生
の
友
人
の
օ
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

企
業
様
・
保
護
者
の
方
々
・
卒
業
生
の
օ
さ
ん
・
本
学
関

係
者
の
方
々
約
2
8
0
名
の
؍
٬
の
օ
様
で
大
盛
گ
だ
っ

は
、
一
人
一
人
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
ࣅ
合
っ
た
衣
૷
と
ύ
フ
Ỽ
ー

マ
ン
ス
に
、
ϔ
ア
ス
タ
イ
ル
や
メ
イ
ク
・
র
໌
ޮ
Ռ
が

プ
ラ
ス
さ
れ
、
会
場
の
؍
٬
の
օ
様
の
視
ઢ
を
ఝ
付
け
に

し
た
。

し
て
ब
৬
が
ܾ
定
し
て
い
る
。
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ྍ
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合
学
科
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Ỹ
ッ
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デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

阿
部
　
ྱ
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（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

໌
ੴ
久
美
子
　
ຑ
生
　
੖
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Ҫ
元
　
ࢤ
音

木
代
　
智
美
　
高
ᙞ
ࡊ
津
子
　
　
　
　
　
　

（
ラ
イ
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デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ҩ
ྍ
事
຿
コ
ー
ス
2
年
）

ؠ
உ
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美
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後
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ਸ਼
希

຤
松
み
ͣ
き
　
中
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美
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ừ
̎
　
ڃ
Ử

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
Թ
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コ
ン
シ
ỻ
ル
ジ
ュ
コ
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ス
2
年
）
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୩
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（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ҩ
ྍ
事
຿
コ
ー
ス
2
年
）

ؠ
உ
真
那
美
　
木
下
美
ࡊ
子
　
後
藤
　
ਸ਼
希

中
山
　
美
ླ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ୈ
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ճ
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Ử

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

高
ᙞ
ࡊ
津
子
　
宮
本
　
友
ས

ừ
̎
　
ڃ
Ử

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

ຑ
生
　
੖
ࡊ

ୈ
�3
ճ
ύ
ι
ί
ϯ
ε
ϐ
ồ
υ
ೝ
ఆ
ࢼ
ݧ
೔
ຊ
ޠ
߹
֨
ऀ

ớ
ฏ
੒
30
೥
̓
݄
࣮
ࢪ
Ờ

ừ
̎
　
ڃ
Ử

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ҩ
ྍ
事
຿
コ
ー
ス
1
年
）

青
༄
　
༟
߳

ừ
̏
　
ڃ
Ử

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

࠭
野
　
ल
࿕

ୈ
��
ճ
ύ
ι
ί
ϯ
ε
ϐ
ồ
υ
ೝ
ఆ
ࢼ
ݧ
ӳ
จ
߹
֨
ऀ

ớ
ฏ
੒
30
೥
��
݄
࣮
ࢪ
Ờ

ừ
̍
　
ڃ
Ử

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ҩ
ྍ
事
຿
コ
ー
ス
2
年
）

ؠ
உ
真
那
美

ୈ
���
ճ
೔
ຊ
ޠ
ϫ
ồ
ϓ
ϩ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
߹
֨
ऀ

ớ
ฏ
੒
30
೥
�
݄
࣮
ࢪ
Ờ

ừ
̍
　
ڃ
Ử

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

松
Ҫ
　
ཅ
ೆ
　
フ
ỻ
リ
ザ
ー
ル
聖

ừ
४
�
ڃ
Ử

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科 

フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

大
୩
真
ԝ
Ղ

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
保
育
݈
߁
コ
ー
ス
1
年
）

巣
野

　里
า

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

後
藤
真
ಸ
美

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

࠭
野
　
ल
࿕

ừ
̎
　
ڃ
Ử

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
ҩ
事
݈
߁
コ
ー
ス
1
年
）

৿
ޱ
Մ
ಸ
恵

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

　
܀
原
　
༝
߳
　
ᐻ
֞
　
し
の

ừ
४
̎
ڃ
Ử

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

東
　
༎
衣
ಸ

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

田
邉
　
莉
ಸ

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
ҩ
事
݈
߁
コ
ー
ス
1
年
）

∁
島
羽
衣
子

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

ڮ
本
　
՚
࿀
　
࿨
田
　
愛
ས
　
日
∁
　
　
຀

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

҆
東
　
天
地
　
清
原
　
ࠫ
良
　
清
原
　
莉
々

फ
૾
　
߁
޺
　
ถ
田
　
୓
真
　
松
川
　
尚
史

ừ
̏
　
ڃ
Ử

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

木
ଜ
こ
こ
ろ

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

尾
崎
　
智
珠
　
中
ଜ
　
莉
ಸ

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ҩ
ྍ
事
຿
コ
ー
ス
1
年
）

上
田
　
義
ߒ

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
保
育
݈
߁
コ
ー
ス
1
年
）

長
୩
川
真
理
子

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
ҩ
事
݈
߁
コ
ー
ス
２
年
）

ย
山
　
桃
子

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）山本

　
彩
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༉
෍
　
ߊ
ࡊ
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介
護
福
祉
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科
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（
ラ
イ
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デ
ザ
イ
ン
総
合
学
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ҩ
ྍ
事
຿
コ
ー
ス
2
年
）

木
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美
ࡊ
子

ừ
४
�
ڃ
Ử

（
ラ
イ
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デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
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本
ޠ
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育
コ
ー
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（
ळ
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2
年
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（
ラ
イ
フ
デ
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イ
ン
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合
学
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グ
ラ
フ
ィ
ッ
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イ
ン
コ
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年
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Ҫ
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ࢤ
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ୈ
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໵
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ࠫ
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∁
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޺
　
ถ
田
　
୓
真

࠭
野
　
ल
࿕
　
松
川
　
尚
史
　
　
　
　
　
　

（
科
目
等
ཤ
修
生
）

城
　
　
ୡ
໵

੺
े
ࣈ
ٹ
ٸ
๏
ٹ
ٸ
һ

ớ
ฏ
੒
30
೥
��
݄
࣮
ࢪ
Ờ

ừ
ೝ
　
ఆ
Ử

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
保
育
݈
߁
コ
ー
ス
1
年
）

છ
໼
　
ࠫ
希
　
長
୩
川
真
理
子

（
介
護
福
祉
学
科
1
年
）

҆
部
ࡊ
々
美
　
Ҫ
Ӝ
　
ࢻ
৫
　
Ҵ
田
　
　
ິ

Ӵ
藤
　
響
希
　
ञ
Ҫ
　
ས
乃
　
ట
୩
　
੪
ໜ

　
平
成
30
年
̒
月
16
日
（
土
）・

1�
日
（
日
）
に
わ
た
り
、
第
63
回

姫
山
ࡇ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
・

大
分
県
ࣃ
科
技
術
専
門
学
校

合
同
で
実
施
さ
れ
る
学
園
ࡇ
は
、

木
代
智
美
実
行
委
員
長
（
姫
山
会

会
長
）
を
中
心
に
ࣃ
科
の
学
友
会
、

学
ࢤ
会
と
共
に
実
行
委
員
が

૊
৫
さ
れ
、
学
生
役
員
全
体
で

४
උ
を
進
め
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
4
)
*
/
&
」
。

こ
れ
は
『
一
人
ひ
と
り
が
ً
き
、

࠷
高
の
時
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
』

と
の
ࢥ
い
が
ࠐ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
迎
え
た
初
日
、
溝
部
ਔ
理
事
長
の
開
会
の
ѫ
ࡰ

の
後
、
有
ࢤ
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
し
て
、
介
護
福

祉
学
科
１
・
２
年
生
に
よ
る
大
ਖ਼
琴
の
演
૗
、

ϋ
ン
ド
ϕ
ル
リ
ン
Ψ
ー
ζ
の
演
૗
΁
と
ଓ
き
、素

੖
ら
し
い
音
色
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
Χ
ラ
オ
ケ
大
会
、
உ
女
૷
・
.S

�
.T
コ
ン
テ
ス
ト
、
バ
ン
ド
演
૗
、
ビ
ン
ΰ
大

会
、
ԭ
ೄ
県
人
会
の
エ
イ
α
ー
と
ଓ
き
、
大
分

県
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
「
4
Q
a
U
J
o
」
に
よ
る

ラ
イ
ϒ
で
は
、
一
ൠ
来
場
者
の
方
も
多
数
参
加

さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
を
ൽ
切
り

に
、
学
園
ࡇ
の
メ
イ
ン
イ
ϕ
ン
ト
の
ス
ϖ
シ
ャ
ル

ラ
イ
ϒ
΁
と
Ҡ
り
ま
し
た
。
今
年
の
ή
ス
ト
は

「
4
・
"
・
G
・
"
　
さ
が
〜
̇
」
で
有
名
な

『
は
な
わ
』
さ
ん
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
昨
年

発
ച
さ
れ
た
名
ۂ
「
お
義
෕
さ
ん
」
を
生
演
૗

で
൸
࿐
し
て
く
だ
さ
り
、
ྦ
す
る
学
生
も
ち
ら

ほ
らʜ

。
オ
ー
プ
ン
Ω
ャ
ン
ύ
ス
に
参
加
し
て

い
た
高
校
生
も
多
数
؍
ཡ
し
、
間
近
で
み
る

有
名
人
に
感
動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
そ
の

後
大
盛
گ
の
内
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
Ϟ
ニ
ー

を
経
て
ນ
を
ด
͡
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
や
実
行
委
員
が
テ
ー
マ
の

通
り
「
ً
い
た
」
࠷
高
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

ซ
せ
て
̒
月
の
ക
Ӎ
の
時
期
に
２
日
間
੖
天
が

ଓ
き
、
そ
ち
ら
も
「
4
)
*
/
&
」
で
学
園
ࡇ

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
第
13
回
ಡ
書
感
想
จ
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
そ
の

コ
ン
ク
ー
ル
を
Ｐ
̧
す
る
た
め
の
「
ϙ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
࠷
優
ल
賞
の
Ҫ
　
美
ت
さ
ん
は
、
レ
イ
チ
ỻ
ル
・

Χ
ー
ソ
ン
の
『
セ
ン
ス
・
オ
ϒ
・
ワ
ン
μ
ー
』

を
ಡ
ん
で
、
レ
イ
チ
ỻ
ル
は
自
વ
に
触
れ
る
こ
と

が
若
い
ԛ
の
ロ
ジ
ャ
ー
に
ળ
い
Ө
響
を
༩
え
る

こ
と
を
ڧ
く
৴
͡
、
そ
の
ળ
い
Ө
響
が
世
界
中

の
子
ど
も
に
༩
え
ら
れ
る
こ
と
を
ئ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
、
本
の
中
の
「
も
し
も
わ
た
し
が
、

す
べ
て
の
子
ど
も
の
成
長
を
見
क
る
ળ
良
な
༯
ਫ਼

に
話
し
か
け
る
力
を
も
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、

世
界
中
の
子
ど
も
に
、
生
֔
ফ
え
る
こ
と
の
な
い

『
セ
ン
ス
・
オ
ϒ
・
ワ
ン
μ
ー
ử
ਆ
ൿ
さ
や
ෆ
ࢥ
議

さ
に
目
を
見
は
る
感
性
』
を
त
け
て
ほ
し
い
と

た
の
Ή
で
し
ょ
う
」
と
い
う
言
༿
か
ら
感
͡
ら
れ

ま
す
。
保
育
者
を
目
指
す
ࢲ
は
こ
れ
ま
で
子
ど
も

に
ど
う
自
વ
΁
の
感
受
性
を
教
え
ら
れ
る
の
か
を

՝
題
に
感
͡
て
い
た
が
、
こ
の
本
を
ಡ
ん
だ
後
は

子
ど
も
か
ら
ま
た
ど
の
よ
う
な
自
વ
΁
の
ڵ
ฃ
を

教
え
て
も
ら
え
る
の
か
を
想
૾
し
て
わ
く
わ
く

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

ừ
ಡ
ॻ
ײ
૝
จ
ͷ
෦
Ử

　
最
優
秀
賞

　
　
Ҫ
　
　
美
ت
（
幼
教
ೋ
年
）

　
『
セ
ン
ス
・
オ
ϒ
・
ワ
ン
μ
ー
』
を
ಡ
ん
で

　
優
秀
賞

　
　
加
藤
　
　
彩
　
（
幼
教
一
年
）

『
置
か
れ
た
場
ॴ
で
࡙
き
な
さ
い
』
を
ಡ
ん
で

　
　
日
高
　
　
຀
　
（
幼
教
一
年
）

『
命
の
त
業
』
を
ಡ
ん
で

　
　
清
原
　
莉
々
　
（
介
護
ೋ
年
）

『
ݏ
わ
れ
る
༐
気
』
を
ಡ
ん
で

　
佳
作

　
　
҆
部
ࡊ
々
美
　
（
介
護
一
年
）

『
໷
回
り
先
生
』
を
ಡ
ん
で

　
　
ຑ
生
　
੖
ࡊ
　
（
ラ
イ
フ
ೋ
年
）

『
コ
ー
ώ
ー
が
ྫྷ
め
な
い
う
ち
に
』
を
ಡ
ん
で

　
　
清
原
　
ࠫ
良
　
（
介
護
ೋ
年
）

『
少
女
は
卒
業
し
な
い
』
を
ಡ
ん
で

　
　
ே
ޫ
　
萌
ས
　
（
幼
教
ೋ
年
）

『
西
の
魔
女
が
ࢮ
ん
だ
』
を
ಡ
ん
で

　
　
松
川
　
尚
史
　
（
介
護
ೋ
年
）

『
少
女
ύ
レ
ア
ナ
』
を
ಡ
ん
で

ừ
ϙ
ε
λ
ồ
σ
β
Π
ϯ
ͷ
෦
Ử

　
最
優
秀
賞

　
　
ຑ
生
　
੖
ࡊ
　
（
ラ
イ
フ
ೋ
年
）

ɹ

ɹ
ɹ஫
ớ
հ
ޢ
ử
հ
ޢ
෱
ࢱ
ֶ
Պ
ɾ
༮
ڭ
ử
༮
ࣇ
ڭ
ҭ
ֶ
Պ
ɾ

ϥ
Π
ϑ
ử
ϥ
Π
ϑ
σ
β
Π
ϯ
૯
߹
ֶ
Պ
Ờ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

���

ɹ

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

Ԧ
　
　
艳
莉
　
Ӭ
ᔹ
　
య
子
　
原
田
ߒ
ଠ
࿕

福
本
　
޾
恵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ख
࿩
ߨ
श
ձ
入
໳
՝
ఔ
म
ྃ
ূ
ॻ

ớ
ฏ
੒
3�
೥
̏
݄
औ
ಘ
Ờ

ừ
ೝ
　
ఆ
Ử

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ҩ
ྍ
事
຿
コ
ー
ス
2
年
）

ؠ
உ
真
那
美
　
木
下
美
ࡊ
子
　
後
藤
　
ਸ਼
希

຤
松
み
ͣ
き
　
中
山
　
美
ླ
　
　
　
　
　
　

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
ҩ
事
݈
߁
コ
ー
ス
2
年
）

Ѷ
ן
江
里
ಸ
　
ߕ
൹
ֆ
ར
߳
　
Տ
野
　
ਸ਼
थ

ञ
Ҫ
　
ཅ
ࡊ
　
田
஥
　
ະ
来
　
ౕ
ཹ
౬
さ
や

野
ଜ
真
ས
ಸ
　
林
　
　
Ү
ւ
　
平
早
ਫ
風
߳

平
༅
　
優
߳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

҆
東
　
天
地
　
Ҫ
ϊ
ޱ
࿨
໵
　
加
藤
　
ୡ
थ

清
原
　
ࠫ
良
　
清
原
　
莉
々
　
次
良
ؙ
　
३

∁
ӿ
　
ະ
来
　
फ
૾
　
߁
޺
　
ถ
田
　
୓
真

࠭
野
　
ल
࿕
　
松
川
　
尚
史
　
　
　
　
　
　

Թ
ઘ
ί
ϯ
γ
ỻ
ϧ
δ
ỿ
ج
ૅ
՝
ఔ
म
ྃ
ớূ
ཤ
म
ূ
໌
ॻ
Ờ

ớ
ฏ
੒
3�
೥
̏
݄
औ
ಘ
Ờ

ừ
ೝ
　
ఆ
Ử

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
Թ
ઘ
コ
ン
シ
ỻ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

土
୩
　
߳
乃

Թ
ઘ
ί
ϯ
γ
ỻ
ϧ
δ
ỿ
Ԡ
༻
՝
ఔ
म
ྃ
ớূ
ཤ
म
ূ
໌
ॻ
Ờ

ớ
ฏ
੒
3�
೥
̏
݄
औ
ಘ
Ờ

ừ
ೝ
　
ఆ
Ử

（
食
物
ӫ
ཆ
学
科
Թ
ઘ
コ
ン
シ
ỻ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

土
୩
　
߳
乃

֤
छ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ࢼ
ݧ
߹
֨
ऀ
Ұ
ཡ

祝祝祝

姫  山  祭第63回

第
1�
回 

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
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ừ
৯
෺
ӫ
ཆ
ֶ
Պ
Ử

� 

ۢ
च
ொ
࢈
େ
ഴ
Λ
࢖
ỳ
ͨ
Ϩ
γ
ϐ
։
ൃ

（
研
ڀ
者
）
Ѷ
ן
江
里
ಸ
・
ߕ
൹
ֆ
ར
߳

Տ
野
　
ਸ਼
थ
・
高
ڮ
　
ࡊ
保

ञ
Ҫ
　
ཅ
ࡊ
・
ౕ
ཹ
౬
さ
や

　
子
ど
も
に
޷
ま
れ
る
大
ഴ
ค
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
開
発
と
ᅂ
޷
調
査
を
し
た
。

特
に
͡
り
ম
き
大
ഴ
ボ
ー
ル
と
大
ഴ

タ
ル
ト
は
人
気
が
あ
り
大
ഴ
ค
を
1
0
0
ˋ

使
用
し
て
作
る
事
が
で
き
た
。

̎ 

̏
3
*
4
&
Ϩ
γ
ϐ
։
ൃ

　 

Ỗ
٩
ங
ࢢ
ɾ
೔
ग़
ொ
ɾ
ผ
෎
ࢢ
ͷ
ಛ
࢈
඼
Λ
׆
༻
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
ۚ
ؙ
　
ᣈ
ԝ
・
高
ڮ
　
ະ
来

඿
ޱ
　
　
෨
・
堀
　
　
成
実

平
早
ਫ
風
߳
・
平
༅
　
優
߳

　
ॅ
ຽ
の
方
や
県
外
の
方
に
地
域
の

特
࢈
品
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
͛
る
た
め
に
、
県
࢈
食
ࡐ

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
開
発
を
行
い
別
府
࿷

α
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
Ω
ッ
シ
ュ
と
ス
ム
ー

ジ
ー
を
ൢ
ച
し
た
。

̏ 

஍
ࠈ
ৠ
͠
ྉ
ཧ
ͷ
։
ൃ

（
研
ڀ
者
）
岡
ౢ
　
真
Ն
・
佐
々
木
美
ೆ

中
尾
　
　
།
・
松
島
　
޹
య

　「
別
府
の
地
ࠈ
ৠ
し
の
良
さ
」
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
イ
ン
ス
タ
ө
え
す
る
地
ࠈ

ৠ
し
ྉ
理
（
ジ
ャ
ン
ボ
ロ
ー
ル
Ω
ャ
ϕ
ツ
・

ジ
ャ
ン
ボ
஡
࿸
ৠ
し
）
を
開
発
し
た
。

ৠ
気
ྔ
を
加
ݮ
す
る
と
、
加
೤
Թ
౓
を

調
અ
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

̐ 

ࣣ
੉
֟
Λ
࢖
༻
͠
ͨ
Ճ
޻
඼
ͷ
Ϩ
γ
ϐ
։
ൃ

（
研
ڀ
者
）
佐
藤
　
真
衣
・
田
஥
　
ະ
来

野
ଜ
真
ས
ಸ
・
林
　
　
Ү
ւ

　
+
"
お
お
い
た
か
ら
ґ
པ
さ
れ
ࣣ
੉
֟

を
ར
用
し
た
加
工
品
の
レ
シ
ピ
開
発
を

し
た
。
ौ
໭
り
や
ୀ
色
を
考
ྀ
し
な

が
ら
試
作
を
܁
り
ฦ
し
、
現
時
点
で

׬
成
品
に
近
い
も
の
を
レ
シ
ピ
集
に

ま
と
め
た
。

̑ 

େ
෼
ݝ
஍
ݩ
Ώ
͔
Γ
ͷ
໺
ࡊ
Ϩ
γ
ϐ

　 

։
ൃ
͓
Α
ͼ
ී
ٴ
׆
ಈ

（
研
ڀ
者
）
Ԙ
手
　
　
།
・
玉
田
ຑ
౎
花

山
本
　
美
ಸ
　
　
　
　
　
　

　
大
分
の
地
元
Ώ
か
り
の
野
ࡊ
を
使
用

し
た
レ
シ
ピ
の
考
Ҋ
と
、
఻
ঝ
を
目
的

と
し
活
動
し
て
き
た
。
地
元
Ώ
か
り
の

野
ࡊ
を
使
っ
て
फ
ྣ
か
΅
ち
Ỵ
の
コ
ロ
ッ
ケ

の
ൢ
ച
、
ひ
め
や
ま
幼
稚
園
で
の
ᅂ
޷
・

認
知
౓
調
査
を
行
っ
た
。

̒ 

ε
ϙ
ồ
π
ܥ
ੜ
ె
ͷ
ڝ
ٕ
ྗ
޲
্
ʹ

　 

޲
͚
ͨ
৯
ੜ
׆
ͷ
վ
ળ

（
研
ڀ
者
）
ਇ
野
　
恵
美
　
　
　
　
　
　

　
ӡ
動
部
に
ॴ
ଐ
す
る
高
校
生
を
対
象

に
、
݈
߁
・
ർ
࿑
回
෮
や
競
技
力
向
上

の
た
め
の
ӫ
ཆ
α
ϙ
ー
ト
に
つ
い
て
研
ڀ

し
た
。
生
ె
ୡ
は
、
体
成
分
分
ੳ
の
ܭ
ଌ

や
食
ࡐ
と
ӫ
ཆ
素
な
ど
の
知
識
を
得
る

こ
と
で
、
食
生
活
の
自
ݾ
؅
理
意
識
が

高
め
ら
れ
た
。

ừ
༮
ࣇ
ڭ
ҭ
ֶ
Պ
Ử

� 

୹
ظ
େ
ֶ
ੜ
ʹ
͓
͚
Δ
ε
τ
Ϩ
ε
ʹ

　
　
ͭ
͍
ͯ

　
　 

Ỗ
ֶ
೥
ʹ
Α
ỳ
ͯ
ε
τ
Ϩ
ε
ͷ
ҧ
͍
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
小
ށ
　
།
ಸ
・
渡
邉
美
ࣿ
थ

ӝ
生
　
桃
花
・
松
下
　
美
࡙

三
島
　
໌
子
　
　
　
　
　
　

　
大
学
生
活
と
い
う
ٸ
ܹ
な
環
ڥ
ม
化
や

2
年
制
だ
か
ら
こ
そ
の
ス
ト
レ
ス
に

つ
い
て
短
期
大
学
生
を
対
象
に
調
査
し
た
。

ま
た
、
学
年
に
よ
っ
て
ҧ
い
に
つ
い
て
も

短
期
大
学
生
91
名
を
対
象
に
࣭
໰
ࢴ
調
査

を
実
施
し
た
。

̎ 

"
4
%
ͷ
ྍ
ҭ
܇
࿅
ͷ
࣮
ࡍ

　
　 

Ỗ
ࣄ
ྫ
ݕ
౼
ʹ
Α
Δ
Ұ
ߟ
࡯
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
ݹ
川
　
美
ل
・
඿
ޱ
　
　
Ѯ

৿
本
　
舞
花
　
　
　
　
　
　

　
特
別
な
഑
ྀ
が
必
要
な
幼
児
が
ྍ
育

܇
࿅
を
通
し
て
見
え
た
成
長
や
ม
化
の

過
程
を
事
例
ݕ
討
し
た
。
ま
た
保
育
園

や
関
係
機
関
と
の
連
ܞ
を
࠶
確
認
し
な

が
ら
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
࡯
し
た
。

̏ 

৭
͕
ࢠ
Ͳ
΋
ʹ
༩
͑
Δ
Ө
ڹ

（
研
ڀ
者
）
三
Ӝ
　
成
ت
・
∁
ଜ
　
҂
花

܀
林
　
　
ྱ
・
平
尾
　
優
姫

深
見
　
次
ӯ
・
࣋
ؙ
　
ಸ
ࡊ

　
色
は
子
ど
も
ୡ
の
感
情
・
ࢥ
考
に
、

ど
の
よ
う
な
Ө
響
を
及
΅
す
の
か
。

Χ
ラ
ー
と
Ϟ
ϊ
ク
ロ
の
創
作
ࢴ
ࣳ
ډ
を

３
つ
の
園
で
実
演
し
、
年
ྸ
・
உ
女
ࠩ

に
よ
り
ど
の
よ
う
な
Ө
響
力
の
ҧ
い
が

出
る
か
分
ੳ
し
た
。

̐ 

֎
ࠃ
ਓ
Ո
ఉ
ͷ
ෆ
҆
΍
จ
Խ
Λ
ཧ
ղ
͠
ỏ
ٻ
Ί

　
　
Β
Ε
Δ
อ
ҭ
Λ
͢
Δ
ҝ
ʹ
͸

（
研
ڀ
者
）
୩
ޱ
　
真
子
・
Ӊ
ཹ
ౢ
Ү
音

江
崎
　
　
桜
・
ֿ
本
　
Ղ
ಸ

清
家
　
　
ढ़
・
長
୩
部
真
保

　
別
府
市
在
ॅ
の
外
ࠃ
人
は
4
3
0
1
人

で
あ
る
。
そ
こ
で
ࢲ
た
ち
は
、
園
に
通
う

外
ࠃ
人
家
଒
や
、
外
ࠃ
人
の
通
う
園
ଆ

が
ࠔ
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
と
ࢥ
い

調
べ
た
。

̑ 

ࣗ
વ
ମ
ݧ
ͱ
ࢠ
Ͳ
΋
ͷ
੒
௕
ͱ
ͷ

　
　
ؔ
࿈
ʹ
ͭ
͍
ͯ

（
研
ڀ
者
）
Ҫ
　
　
美
ت
・
ി
山
　
ࢻ
৫

岡
部
　
ᕣ
大
・
ࡔ
本
　
ॡ
࠸

本
山
　
݁
ຑ
　
　
　
　
　
　

　
幼
稚
園
教
育
要
ྖ
等
、
自
વ
体
験
に

ま
つ
わ
る
内
容
が
共
通
し
て
示
さ
れ
て

い
る
。
ಠ
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

幼
児
期
の
自
વ
体
験
が
成
人
後
に
及
΅
す

Ө
響
を
調
査
し
、
ݕ
討
を
行
っ
た
。

̒ 

͜
Ͳ
΋
৯
ಊ
ͷ
࣮
ࡍ
͔
Β
ͱ
Β
͑
Δ

　
　
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
ͷ
ల
։

　
　 

Ổ
஍
Ҭ
ࣾ
ձ
ͷ
ܗ
੒
Λ
ಋ
͘
ࢠ
ҭ
ͯ

　
　
　 

　
　
　
　
　
　
ࢧ
ԉ
΁
ͷ
औ
Γ
૊
Έ
Ổ

（
研
ڀ
者
）
小
城
　
ຑ
໹
・
山
下
　
美
߳

҆
部
　
ԁ
߳
・
ࢯ
川
　
ཅ
೭

ར
ޫ
　
ܡ
花
・
ኍ
੉
　
ୡ
໵

ࣨ
　
　
風
՚
　
　
　
　
　
　

　
研
ڀ
ᶗ
で
日
本
の
こ
ど
も
食
ಊ
の
実
ଶ

を
調
査
し
、
研
ڀ
ᶘ
で
大
分
県
の
実
際

と
՝
題
を
ݕ
討
し
た
。
研
ڀ
ᶙ
で
՝
題

を
解
ܾ
す
る
た
め
の
ܖ
機
と
な
る
ϙ
ス

タ
ー
を
制
作
し
、
学
内
に
ܝ
示
、
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
に
公
開
し
た
。

̓ 

ủ
ࣇ
ಐ
ཆ
ޢ
ࢪ
ઃ
ʹ
͓
͚
Δ
ࠜ
ڌ
ʹ

　
　
ج
ͮ
͘
࣮
ફ
ͷ
ݱ
ঢ়
ͱ
՝
୊
Ứ

　
　 

Ỗ
ࢪ
ઃ
৬
һ
΁
ͷ
Π
ϯ
λ
Ϗ
ỿ
ồ
Λ
௨
͠
ͯ
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
২
木
　
世
ೲ
・
姫
野
　
　
จ

　
児
ಐ
ཆ
護
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
౓
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
ࠜ
ڌ
に
基
づ
い
た
実
ફ
（
&
#
1
）
」
は

有
ޮ
な
考
え
方
で
あ
る
。
施
設
৬
員
΁
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
そ
の
՝
題

を
考
え
る
。

̔
　
ੈ
ք
ͷ
อ
ҭ

　
　 

Ỗ
γ
ỿ
λ
Π
φ
ồ
ڭ
ҭ
ͱ
ς
ϑ
Ỹ
Ϧ
Ω
ͷ

　
　 
　
อ
ҭ
΁
ͷ
Ξ
ϓ
ϩ
ồ
ν
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
野
ޱ
ࣿ
໵
加
・
ே
ޫ
　
萌
ས

上
田
恵
理
ࡊ
・
ᓎ
Ҫ
　
萌
߳

城
　
　
७
ྩ
・
渡
ล
　
桃
߳

　
保
育
の
方
法
を
ॾ
外
ࠃ
か
ら
学
ͼ

役
立
て
た
い
と
考
え
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

教
育
と
テ
フ
Ỹ
リ
Ω
の
保
育
に
つ
い
て

研
ڀ
し
、
実
際
に
੡
作
等
を
行
い
、
得
意

な
事
を
৳
ば
し
、
保
育
発
展
の
参
考
に

し
た
。

̕ 

ब
ֶ
લ
ࢪ
ઃ
ʹ
͓
͚
Δ
೥
ؒ
ߦ
ࣄ
ʹ

　
　
ؔ
͢
Δ
Ұ
ߟ
࡯
ổ
༮
ஓ
Ԃ
ỏ
อ
ҭ
ॴ
ỏ

　
　
ೝ
ఆ
͜
Ͳ
΋
Ԃ
ͷ
ൺ
ֱ
Λ
௨
͠
ͯ
ổ

（
研
ڀ
者
）
工
藤
　
　
բ
・
ௗ
越
　
༿
月

山
ޱ
　
愛
理
　
　
　
　
　
　

　
園
の
保
育
・
教
育
行
事
に
関
す
る
ܭ
画

か
ら
実
施
ま
で
の
流
れ
を
調
査
し
、

保
育
者
の
視
点
か
ら
日
々
の
औ
り
૊
み

を
ど
の
よ
う
に
݁
ͼ
付
け
て
い
る
か
を

ݕ
討
し
た
。

�0 

༮
ࣇ
ظ
͔
Β
ม
Խ
͢
Δ
ӡ
ಈ
΁
ͷ
ڵ
ຯ
ɾ

　
　
ؔ
৺

（
研
ڀ
者
）
中
　
　
୓
実
・
岡
本
　
ඔ
希

ੴ
川
萌
々
花
・
佐
野
　
　
෨

　
幼
児
期
に
ӡ
動
が
޷
き
だ
っ
た
、
ݏ
い

だ
っ
た
子
ど
も
が
幼
児
期
か
ら
現
在
に

ࢸ
る
ま
で
の
ӡ
動
に
対
す
る
ڵ
ຯ
が
ど
の

よ
う
に
ม
化
し
た
か
、
今
ま
で
の
ӡ
動

経
験
等
を
ฉ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。

�� 

อ
ҭ
ظ
ʹ
͓
͚
Δ
ֆ
ຊ
ͷ
ັ
ྗ

　  

Ỗ
ࢠ
Ͳ
΋
ͷ
ޒ
ྖ
Ҭ
ớ
݈
߁
ɾ
ਓ
ؒ
ؔ
܎
ɾ

　  

؀
ڥ
ɾ
ݴ
༿
ɾ
ද
ݱ
Ờ
ͷ
ҭ
ͪ
ͱ
ͷ
ؔ
࿈
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
ञ
Ҫ
優
莉
ಸ
・
ञ
Ҫ
　
佐
羽

ؠ
本
՚
ಸ
美
・
࣫
間
　
ࣿ
希

　
ֆ
本
は
子
ど
も
ୡ
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
魅
力
が
あ
る
の
か
を
、
実
習
の

際
に
؍
࡯
、
調
査
を
し
、
ݕ
討
を
行
っ
た
。

ừ
հ
ޢ
෱
ࢱ
ֶ
Պ
Ử

� 

հ
ޢ
ͷ
Π
ϝ
ồ
δ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　 

Ỗ
࣭
໰
ࢴ
ௐ
ࠪ
͔
Β
ݟ
͑
ͯ
͖
ͨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ݱ
ঢ়
ͱ
՝
୊
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
फ
૾
　
߁
޺
・
清
原
　
莉
々

ถ
田
　
୓
真
　
　
　
　
　
　

　
同
世
代
の
若
者
が
介
護
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
認
識
を
࣋
っ
て
い
る
の
か
、
৬
場

で
働
く
介
護
৬
員
は
ど
の
よ
う
な
໰
題
を

๊
え
ど
の
よ
う
な
人
ࡐ
を
求
め
て
い
る

の
か
を
研
ڀ
の
テ
ー
マ
と
し
て
औ
り
૊
Ή

こ
と
に
し
た
。

　
調
査
方
法
と
し
て
高
校
、
大
学
、
施
設

と
視
野
を
広
く
見
て
࣭
໰
ࢴ
調
査
を
実
施

し
、
介
護
の
ڵ
ຯ
・
関
心
に
関
す
る
調
査

を
行
っ
た
。

̎ 

෱
ࢱ
༻
۩
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　 

Ỗ
ं
Ҝ
ࢠ
ͷ
ࠓ
ੲ
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
松
川
　
尚
史
・
Ҫ
ϊ
ޱ
࿨
໵

加
藤
　
ୡ
थ
・
清
原
　
ࠫ
良

　
ं
Ҝ
子
の
歴
史
を
調
べ
、
現
在
ど
の

よ
う
な
ं
Ҝ
子
の
छ
ྨ
が
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
進
化
を
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
研
ڀ
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
施
設
に
入
ॴ
し
て
い
る
ར
用
者
や
施
設

৬
員
、
੡
造
元
、
ൢ
ച
員
΁
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
り
、
ं
Ҝ
子
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
研
ڀ
を
し
て

い
く
中
で
、
ं
Ҝ
子
が
ར
用
者
に
と
っ
て

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

̏ 

�
�
�
�
೥
໰
୊
ʹ
޲
͚
ͯ

　
　 

Ỗ
α
ồ
Ϗ
ε
෇
͖
ߴ
ྸ
ऀ
޲
͚
ॅ
୐
ʹ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

͓
͚
Δ
ݱ
ঢ়
ͱ
՝
୊
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
࠭
野
　
ल
࿕
・
҆
東
　
天
地

次
良
ؙ
　
३
・
高
ӿ
　
ະ
来

　
数
年
後
、
2
0
2
5
年
໰
題
に
௚
໘

す
る
。
ࠃ
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
介
護

か
ら
方
਑
を
స
׵
し
、
地
域
ີ
ண
ܕ
の

แ
ׅ
的
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
ங
を

め
ざ
し
、
ෆ
଍
す
る
介
護
人
ࡐ
や
あ
ふ

れ
る
଴
機
高
ྸ
者
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
৽
た
な
「
終
の
੗
家
」
と
し
て

஫
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
α
ー
ビ
ス
付

き
高
ྸ
者
向
け
ॅ
୐
」
で
あ
る
。

　
高
ྸ
者
の
ॅ
୐
環
ڥ
に
つ
い
て
調
査

し
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
こ
の
研
ڀ
目
的

と
し
た
。

ừ
ϥ
Π
ϑ
σ
β
Π
ϯ
૯
߹
ֶ
Պ
Ử

ฏ
੒
30
೥
౓

　 

ủ
ϥ
Π
ϑ
σ
β
Π
ϯ
૯
߹
ֶ
Պ
ҩ
ྍ
ࣄ
຿
ί
ồ
ε

ଔ
ۀ
ݚ
ڀ
ൃ
ද
ձ
Ứ

 

ớ
೔
࣌
Ờ

　 

�
�
�
�
೥
̍
݄
��
೔
ớ
݄
Ờ
��
࣌
30
෼
Ỗ

 

ớ
৔
ॴ
Ờຊ
ؗ
̏
̛
֊
ஈ
ڭ
ࣨ

 

ớ
಺
༰
Ờ

� 

ε
Ϛ
ϗ
࿝
؟
ʹ
ͭ
͍
ͯ

（
研
ڀ
者
）
ؠ
உ
真
那
美
　
　
　
　
　
　

　
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
が
普
及
し
た
こ
と
で

ど
の
よ
う
な
ѱ
Ө
響
を
༩
え
て
い
る
の
か

調
べ
た
と
き
に
「
ス
マ
ホ
࿝
؟
」
に
つ
い
て

知
り
、
研
ڀ
す
る
こ
と
に
し
た
。
࿝
؟
と

ス
マ
ホ
࿝
؟
の
ҧ
い
に
つ
い
て
調
べ
、

จ
部
科
学
省
が
調
査
し
た
高
校
生
以
下
の

視
力
の
ม
化
に
つ
い
て
も
考
࡯
し
た
。

̎ 

Ϧ
Ϩ
ỽ
Ϋ
ε
ε
Ϛ
Π
ϧ
ͱ
Ϩ
ồ
γ
ỽ
Ϋ

　 

ͷ
ݱ
ঢ়
ͱ
܏
޲

（
研
ڀ
者
）
木
下
美
ࡊ
子
　
　
　
　
　
　

　
視
力
ڲ
ਖ਼
手
術
で
よ
く
ࣖ
に
す
る
も
の
に

レ
ー
シ
ッ
ク
が
あ
る
が
、
近
年
で
は
、

リ
レ
ッ
ク
ス
ス
マ
イ
ル
と
い
う
手
術
方
法

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
レ
ー
シ
ッ
ク
と

リ
レ
ッ
ク
ス
ス
マ
イ
ル
の
ҧ
い
に
つ
い
て

調
べ
る
上
で
手
術
手
ॱ
、
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
、
施
術
数
、
අ
用
な
ど
を

ൺ
ֱ
、
考
࡯
し
た
。

̏ 

Ճ
೤
ࣜ
ͨ
͹
͜
ͷ
ݱ
ঢ়
ͱ
ಈ
޲

（
研
ڀ
者
）
後
藤
　
ਸ਼
希
　
　
　
　
　
　

　
日
本
で
の
加
೤
ࣜ
た
ば
こ
の
シ
ỻ
ア
は
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
加
೤
ࣜ
た
ば
こ
が

人
気
の
理
༝
、
加
೤
ࣜ
た
ば
こ
と
ࢴ
ר

き
た
ば
こ
の
ҧ
い
に
つ
い
て
調
べ
た
。

さ
ら
に
、
加
೤
ࣜ
た
ば
こ
の
有
֐
性
成
分

が
௿
ݮ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
݈
߁
ඃ
֐

は
௿
ݮ
す
る
の
か
ど
う
か
考
࡯
し
た
。

̐ 

౷
߹
ࣦ
ௐ
঱
ͱ
͏
ͭ
ප
ͷ
ҧ
͍

（
研
ڀ
者
）
຤
松
み
ͣ
き
　
　
　
　
　
　

　
心
の
ප
気
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
こ
ろ
、

う
つ
ප
を
知
っ
て
い
る
人
は
約
̔
ׂ
に

対
し
、
౷
合
ࣦ
調
঱
で
は
３
ׂ
と
い
う

݁
Ռ
だ
っ
た
。
ࢲ
自
਎
、
౷
合
ࣦ
調
঱
に

つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
ࠃ
際
的

਍
அ
基
४
を
参
考
に
౷
合
ࣦ
調
঱
、
う
つ
ප

と
の
ҧ
い
に
つ
い
て
研
ڀ
し
た
。

̑ 

ແ
௧
෼
ส
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　 

Ỗ
೔
ຊ
ͱ
֎
ࠃ
ͷ
ී
ٴ
཰
ͷ
ࠩ
Ỗ

（
研
ڀ
者
）
中
山
　
美
ླ
　
　
　
　
　
　

　
無
௧
分
ส
の
֓
要
や
外
ࠃ
と
ൺ
べ
た

日
本
の
無
௧
分
ส
の
普
及
཰
な
ど
に

つ
い
て
研
ڀ
し
た
。
ॾ
外
ࠃ
の
分
ส
の

ׂ
合
、
世
間
で
は
無
௧
分
ส
に
つ
い
て

ど
う
ࢥ
っ
て
い
る
の
か
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
現
在
の
日
本
の
無
௧
分
ส
の

໰
題
点
を
ఏ
ى
し
、
考
࡯
し
た
。

卒
業
研
究
報
告 

〜
二
年
間
の
成
果
〜

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
学
外

研
修
は
、
福
岡
県
福
岡
市
博
多
۠
の
博
多
座

で
、「
ミ
ュ
ー
ジ
Χ
ル
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ

ネ
ッ
ト
」
を
１
、
２
年
生
全
員
で
؍
ܶ

し
ま
し
た
。

　
舞
台
は
18
世
ل
フ
ラ
ン
ス
。
同
͡
イ
ニ

シ
ャ
ル
〝
Ｍ
̖
〞
を
࣋
つ
、
Ԧ
൲
マ
リ
ー

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
と
ශ
し
い
娘
マ
ル
グ

リ
ッ
ト
・
ア
ル
ϊ
ー
。

　
᩵
୔
な
暮
ら
し
を
ຬ
٤
す
る
و
଒
と

ύ
ン
一
つ
ま
と
も
に
食
べ
ら
れ
ͣ
、
ٌ
え

と
ශ
ࠔ
に
ۤ
し
Ή
ॸ
ຽ
、
対
র
的
な
２
人

の
〝
Ｍ
̖
〞
が
ӡ
命
に
翻
弄
さ
れ
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　
大
分
で
は
؍
る
こ
と
の
で
き
な
い
有
名

な
ミ
ュ
ー
ジ
Χ
ル
。
学
生
ୡ
は
目
の
前
で

܁
り
広
͛
ら
れ
る
Ω
ャ
ス
ト
の
演
技
や

音
楽
・
র
໌
・
࠷
৽
技
術
を
用
い
た
舞
台
・

߽
՚
な
衣
૷
デ
ザ
イ
ン
の
素
੖
ら
し
さ
に

目
を
ୣ
わ
れ
感
動
し
て
い
た
様
子
。
و
重

な
経
験
を
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
̕
月
26
日
、
2�
日
に
ຖ
年
߃
例
の

学
外
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
研
修
は
２
日
間
を
通
し
て
異
学
年
間

の
਌
ກ
と
ឺ
を
深
め
る
と
共
に
、
地
域

の
特
色
あ
る
࢈
業
や
歴
史
・
จ
化
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
෯
広
い

知
識
・
教
ཆ
の
習
得
と
視
野
の
֦
大
を

目
的
と
し
て
、
ຖ
年
ळ
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
౓
は
初
の
試
み
と
し
て
、

世
界
೶
業
Ҩ
࢈
で
も
஫
目
を
ཋ
ͼ
て

い
る
ࠃ
東
半
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

山
間
地
域
で
は
ク
ψ
ギ
林
と
ほ
だ
場

に
訪
໰
し
、
ࠃ
東
半
島
な
ら
で
は
の

೶
業
の
औ
૊
に
つ
い
て
お
話
し
を

࢕
っ
た
り
、
長
崎
ඓ
の
ひ
ま
わ
り

オ
イ
ル
の
औ
૊
に
つ
い
て
学
ͼ
ま

し
た
。
ਫ
࢈
分
野
で
は
、
ࠃ
東
わ
か
め

を
生
࢈
す
る
஛
Ӭ
ւ
঎
や
、
৽
た
な

ਫ
࢈
事
業
と
し
て
ࠃ
東
0
:
4
5
&
3
を

展
開
し
て
い
る
Ϡ
ン
マ
ー
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
଺
在
先
で
は
、
教
員
と
学
生
の

混
合
൝
に
分
か
れ
、
野
外
ਬ
൧
で

Χ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
初
め
て

Ր
お
こ
し
を
経
験
す
る
学
生
も
お
り
、

৽
઱
な
体
験
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ཌ
日
の
校
外
実
習

報
告
会
で
は
、
２
年
生
は
自
਎
の
実
習

の
ৼ
り
ฦ
り
、
１
年
生
は
ཌ
年
に

向
け
て
大
切
な
予
習
の
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
学
外
研
修
で
の
学
ͼ

を
、
ক
来
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
こ
と

を
ئ
っ
て
い
ま
す
。

ラ
Π
ϑ
σ
β
Π
ϯ
૯
߹
学
科 

学
外
研
修

৯
෺
ӫ
ཆ
学
科 

学
外
研
修

2
0
1
8
年
�
月
2�
日（
水
）〜
2�
日（
໦
）　
場
所
：
ࠃ
౦
൒
ౡ

2
0
1
8
年
９
月
2�
日（
Ր
）　
場
所
：
博
多
座
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最優秀作品

お魚
さばき
講座

　毎年４月初旬の「別府八湯温泉まつり」の
一環で、別府の主要な観光名所の写真やイラ
スト、キャッチコピーなどを組み合わせ、
訪れる観光客の方々を温かく迎えようと、
学生らしい趣向を凝らしたポスター作品を
制作し、ＪＲ別府駅構内で展示した。
　また７月末には、例年好評の「光のオブ
ジェ」の灯籠を、べっぷ火の海まつりの一環
で制作、展示をした。今年度は「おんせん県
おおいたinべっぷ」をテーマとし、段ボール
を使用したフレームに、学生各々が自由に表現
したグラフィックアートを貼り付け、昼には
カラフルなオブジェとして、夜には灯籠の中
の温かい灯りで昼間とは違った光のオブジェ
として、展示会場の一角に幻想的な雰囲気を
演出した。
　どちらの展示も、期間中に子どもから年配
の方まで、多くの方々が作品の前で足を止めて
下さり、学生の想いがこもった作品を、思い出
のひとつとして刻んでいただいた。

JR別府駅構内展示観光ポスター展示・
べっぷ火の海まつり光のアート参加

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
情
報

を
機
能
的
、
視
覚
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

時
代
が
求
め
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ク
リ

エ
ー
タ
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
豊
か
で
柔
軟
な
感
性
で
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集

し
ま
し
た
。
第
3
回
の
テ
ー
マ
は
、「
異

世
界
」
。
イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
多
く
の
高
校
生
、
学
生
か
ら
応
募

が
あ
り
、
若
々
し
い
感
性
あ
ふ
れ
た
作
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。

 

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　最
優
秀
賞

　
　
工
藤
　
琴
羽
さ
ん

　
（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　優
秀
賞

　
　
赤
峰
　
花
澄
さ
ん

（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　
　
姫
野
　
萌
衣
さ
ん

（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　
　
宮
川
　
愛
里
さ
ん

（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　入

　賞

　
　
田
鹿
　
杏
莉
さ
ん

（
津
久
見
高
等
学
校
３
年
）

　
　
渡
邉
　
桃
子
さ
ん

（
大
分
東
高
等
学
校
２
年
）

　
　
小
畑
　
藍
子
さ
ん

（
大
分
西
高
等
学
校
１
年
）

　
　
柴
山
　
彩
音
さ
ん

（
別
府
翔
青
高
等
学
校
１
年
）

　
　
尾
崎
　
智
珠
さ
ん

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
１
年
）

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
１
，
２
年
生

に
よ
る
「
第
19
回
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
卒
業
制
作
・
学
生
作
品
展

2
0
1
9
」
が
、
平
成
31
年
２
月
21
日

（
木
）
〜
２
月
25
日
（
月
）
の
日
程
で
、

大
分
市
　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
学
生

が
、
デ
ザ
イ
ン
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
、

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
写
真
、

素
描
、
工
芸
等
の
様
々
な
体
験
学
習
を

通
し
て
印
刷
、
出
版
、
広
告
業
界
で
必
要

と
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
や
知
識
、

技
術
の
習
得
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
Ｃ
Ｇ
に
優
れ
た

Ｍ
ａ
ｃ
を
使
っ
て
制
作
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
作
品
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア

デ
ザ
イ
ン
）
、
写
真
、
素
描
、
基
礎
デ
ザ

イ
ン
、
イ
ラ
ス
ト
、
卒
業
生
作
品
な
ど

約
2
0
0
点
が
展
示
さ
れ
た
。
作
品
に
は

学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
お
り
、

5
0
0
名
近
く
の
方
々
に
関
心
を
も
っ
て

鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
。

今
回
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

と
し
て
の
学
生
作
品
展
は
19
回
目
と

な
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
出
品
点
数

も
増
え
内
容
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。

学
生
も
含
め
て
よ
い
経
験
と
な
っ
た
。

今
後
も
学
生
、
卒
業
生
の
作
品
発
表
の

場
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

2018年３月27日（火）～４月  ４日（水）JR別府駅構内
2018年７月27日（金）～28日（土）トキハ別府店　　    

ライフデザイン総合学科・
グラフィックデザインコース

　
幼
児
教
育
学
科
は
、
今
年
も
「
座
学
」

と
「
実
技
」
の
２
本
柱
で
実
施
し
た
。

　
初
め
に
「
座
学
」
の
実
習
反
省
会
。

１
・
２
年
生
の
混
合
テ
ィ
ー
ム
を
作
り
、

グ
ル
ー
プ
内
討
議
、
全
体
会
で
の
発
表
と

い
う
形
で
進
め
た
が
、「
施
設
」「
保
育
園
・

幼
稚
園
」
共
、
休
憩
時
間
を
忘
れ
る

ほ
ど
、
充
実
し
た
濃
い
内
容
と
な
っ
た
。

２
年
生
の
経
験
談
や
感
想
は
、
自
分

た
ち
の
実
習
を
よ
り
深
化
す
る
機
会
に

な
っ
た
と
同
時
に
、
１
年
生
に
と
っ
て

は
、
こ
れ
か
ら
の
実
習
に
向
け
た
生
き
た

事
前
指
導
と
な
っ
た
。

　
後
半
は
、
諫
早
市
「
こ
ど
も
の
城
」
の

館
長
・
池
田
尚
先
生
を
お
招
き
し
て
の

講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

先
生
の
巧
み
な
話
術
・
歌
唱
力
・
表
現
力

に
魅
了
さ
れ
、
ま
る
で
魔
法
に
掛
け
ら

れ
た
よ
う
な
2
時
間
だ
っ
た
。
相
手
の

存
在
を
認
め
る
こ
と
の
大
切
さ
も
教
え

ら
れ
た
、
と
て
も
楽
し
く
も
心
に
響
い
た

充
実
し
た
研
修
で
あ
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
学
生
実
行
委
員
が
企
画

し
た
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
学
年
別
リ
レ
ー
。

学
科
が
一
つ
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

　
こ
の
研
修
を
通
し
、
様
々
な
こ
と
を

学
習
・
経
験
す
る
と
同
時
に
、
幼
教
魂

を
確
認
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

最
優
秀
賞

　
介
護
福
祉
学
科
・
学
外
研
修
と
し
て
、

福
岡
市
の
博
多
座
に
て
『
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
』
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
予
定
し
て

い
た
全
行
程
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
博
多
座
に
は
昨
年
も

訪
れ
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
を

鑑
賞
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
と
同
様
の

約
２
時
間
半
の
舞
台
で
演
出
や
歌
声
に

一
同
引
き
こ
ま
れ
、「
ア
ッ
！
」
と

言
う
間
に
終
演
を
迎
え
た
と
い
う
印
象

で
し
た
。
多
く
の
学
生
が

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
凝
っ
た

演
出
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
る

と
共
に
、
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た

一
人
の
女
性
の
壮
大
な
ス
ト
ー

リ
ー
に
対
し
て
学
生
一
人

ひ
と
り
が
〝
人
間
の
尊
厳
や

命
〞
に
対
し
て
考
え
さ
せ

ら
れ
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
道
中
１
・
２
年
次
生

の
交
流
の
機
会
と
し
て
、

バ
ス
の
中
で
『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』

を
行
い
、
今
ま
で
以
上
に
学
生
間
の

相
互
理
解
が
図
れ
ま
し
た
。『
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
』
の
本
物
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
に
触
れ
た
今
回
の

経
験
は
、
今
後
、
介
護
福
祉
士
と
し
て

本
学
を
巣
立
っ
た
後
、
福
祉
の
現
場
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
際
の

ツ
ー
ル
と
し
て
非
常
に
役
立
つ
こ
と
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

食物栄養学科社会貢献演習では、学生一人ひとりの知識や技能を
社会で活かすために、課題解決のための学びを深めることをめざし
アクティブ・ラーニングとして運営しています。地方自治体や他
大学と連携しながら様々な取り組みを行っています。本年度は、
別府市・杵築市・日出町と別府湾サービスエリアの『３RS』と
協働レシピ開発、ＪA大分と七瀬柿の共同商品開発、宗麟かぼちゃ
などの大分県ゆかりの野菜や大麦などの地域食材を活用したレシピ
開発を行いました。学生は地域で多くの出会いをいただき、更に、
地域の特色や歴史を学ぶことで、調理技術に加えて将来に繋がる
より深い学びをすることができました。また、地域の皆様に開放
するオープンカレッジでは、温泉水や伝統野菜の活用、特産品で
あるハモ・ブリを使用した料理教室の実施や、食を通した異文化
交流としてハラール料理教室を開催しました。学生は補助員として
参加することで、地域の方々との交流を持つと共に、現場で必要
なノウハウを学ぶことができたのではないでしょうか。この出会い
や経験が、学生それぞれの将来に繋がることを願っています。

　
平
成
31
年
１
月
26
日
（
土
）、
第
23
回

お
魚
さ
ば
き
講
座
を
開
催
し
た
。

　
近
年
、「
若
者
の
魚
離
れ
」
が
進
ん
で

き
た
こ
と
を
受
け
て
、
佐
伯
市
蒲
江

漁
業
青
年
部
連
絡
協
議
会
は
、
様
々
な

魚
食
普
及
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

本
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
8
年

よ
り
、
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
と

協
働
し
て
「
お
魚
さ
ば
き
講
座
」
を
開
催

し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
、
本
学
の
公
開
講
座
と
し
て
も

位
置
づ
け
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
域
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

実
施
し
た
。

　
当
日
は
雪
の
中
、
青
年
部
、
公
開

講
座
参
加
者
、
本
学
学
生
他
、
総
勢

約
80
名
の
参
加
者
と
、
報
道
関
係
4
社

に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。
調
理
が

始
ま
る
と
、
青
年
部
の
講
師
に
習
い

な
が
ら
、
本
学
学
生
、
地
域
の
方
々
協
同

で
、
魚
さ
ば
き
と
調
理
を
行
っ
た
。

別
府
市
か
ら
副
市
長
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

調
理
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。

試
食
会
で
本
学
学
生
は
、「
一
人
暮
ら
し

な
の
で
魚
を
食
べ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た

が
、
お
い
し
い
魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

社会貢献演習
食物栄養学科

食物栄養学科社会貢献演習では、学生一人ひとりの知識や技能を

地域を担う人材へ！

上
位
入
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

　
鮫
島
　
聖
來
「
三
人
娘
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

優
秀
賞

　
清
澤
　
花
音
「
技
を
競
う
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
堀
田
　
林
花
「
元
気
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
藤
原
　
三
月
「
真
剣
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
１
年
）

佳

　
　作

　
那
賀
　
桜
「
G
o 

a
h
e
a
d
!
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
３
年
）

　
玉
田
　
珠
蘭
「
見
つ
め
る
先
に
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
松
原
　
百
江
「
撮
る
人
、
撮
ら
れ
る
人
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
阿
部
　
乃
衣
瑠
「
機
械
の
力
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
１
年
）

　
児
玉
　
有
希
「
凛
と
し
て
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
１
年
）

　
本
学
の
「
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
総
合
学
科
」
の
な
か

に
は
デ
ザ
イ
ン
や
写
真

等
、
実
技
を
通
し
て
自
分

だ
け
の
作
品
を
創
造
し

た
り
、
専
門
ソ
フ
ト
を

使
用
し
て
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
修
得
し
た
り
す
る

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
図
書
館
で
は

「
わ
が
校
自
慢
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
も
、
自
ら

の
学
校
の
特
徴
的
な
活
動
の
様
子
、
ユ
ニ
ー
ク
な
友
人
、

先
生
の
紹
介
、
校
内
の
美
し
い
風
景
な
ど
の
楽
し
い
作
品

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
の
よ
う
に
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
入
賞
作
品
を

専
門
家
の
目
で
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
審
査
員
の
先
生

の
講
評
に
よ
れ
ば
、「
構
図
と
躍
動
感
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い

で
楽
し
そ
う
な
学
校
生
活
が
表
現
で
き
て
い
る
。
ま
た
、

題
名
の
付
け
方
が
上
手
く
、
写
真
の
特
色
に
沿
っ
て
い
る

作
品
が
多
く
見
ら
れ
た
。
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
、
20
作
品
を
超
え
る
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
、

第
19
回

　ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　

 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

2019

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

20192019201920192019201920192019201920192019201920192019

卒
業
制
作
・
学
生
作
品
展

幼
児
教
育
学
科
　
学
外
研
修

2
0
1
8
年
９
月
28
日（
金
）〜
９
月
29
日（
土
）　
場
所
：
ホ
テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
大
分
・
日
出

介
護
福
祉
学
科 

学
外
研
修

2
0
1
8
年
９
月
19
日（
水
）　
場
所
：
福
岡
博
多
座

図 書 館 情 報

第11回 わが校自慢コンクール

第
３
回 

イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
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࡮
本
学
は
今
年
学
園
創
立
�3
प
年
を

迎
え
こ
れ
ま
で
ご
ࢧ
ԉ
・
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
ँ
し
৽
た
な
一
า
を

า
ん
で
き
た
。
今
年
౓
は
、
ٷ
道
部
が

全
日
本
ٷ
道
女
子
Ԧ
座
ܾ
定
ઓ
で
女
子

ஂ
体
४
優
উ
、
情
報
ॲ
理
ݕ
定
で
は
̔
ף

औ
得
の
学
生
が
出
る
な
ど
、
ً
か
し
い

成
੷
の
շ
ڍ
を
成
し
਱
͛
た
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
本
学
で

औ
得
し
た
ࢿ
֨
、
知
識
、
技
術
を
用
い
て

一
า
、
一
า
進
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
׼
を
流
し
て
生
き
て
行
っ
て

ほ
し
い
。
本
学
で
の
２
年
間
を
ྐ
に

さ
ら
な
る
ඈ
躍
を
ئ
う
。

͋

ͱ

͕

͖

Ωϟϯύεʹ࡙͍ͨ若人の記録Ωϟϯύεʹ࡙͍ͨ若人の記録
平成31年3月15日　第68号（1�）溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報

The First Semester　前期

The Second Semester　後期

ೖ学ࣜ
ΦϦΤϯςʔγϣϯɹɹɹ
։学ه೦ΦϦΤϯςʔϦϯά

ब৬ΨΠμϯε

ඣࡇࢁʢ学Ԃࡇʣ

ୈ�0ճಡॻײ૝จίϯΫʔϧɹɹ
લظఆݧࢼظɹɹ
༮ڭࣇҭ学科อҭԂ࣮श	̎ 年࣍ੜ
ɹ

ϥΠϑσβΠϯ૯߹学科学֎࣮श
৯෺ӫཆ学科ҩྍൿॻ࣮຿࣮श
৯෺ӫཆ学科څ৯࣮श
༮ڭࣇҭ学科อҭԂɾࢪઃ࣮शʢ̎年࣍ੜʣɹ
介護福祉学科介護࣮शʢ̎年࣍ੜʣ

༮ڭࣇҭ学科༮ஓԂ࣮श
৯ӫ学֎ݚमɺ༮ڭ学֎ݚम

介護福祉学科;͘͠ ɾ;ΕѪͻΖ͹
ब৬ΨΠμϯε
৯෺ӫཆ学科͓ห౰ίϯςετ

༮ڭࣇҭ学科
ϛϡʔδοΫΧʔχόϧ

ʢϗϧτϗʔϧɾϏʔίϯϓϥβʣ
๷܇ࡂ࿅

ߨ։ظޙ
ᰌಙࣜ
εϙʔπେձ

ଔࣜۀ
ଔهۀ೦ύʔςΟ

ϥΠϑσβΠϯ૯߹学科ϑΝογϣϯ
σβΠϯίʔε ϑΝογϣϯγϣʔ
ߨดظޙ
ϥΠϑσβΠϯ૯߹学科άϥϑΟοΫ
σβΠϯίʔε ଔ࡞੍ۀɾ学ੜ࡞඼ల
༮ڭࣇҭ学科࣮ૅجशʢ�年࣍ੜʣ

ඣࢁձ໾һબڍɹɹ
৯෺学科ଔൃڀݚۀදձ
༮ڭࣇҭ学科ଔൃڀݚۀදձ
介護福祉学科ଔൃڀݚۀදձ
ब৬ΨΠμϯε
ϥΠϑσβΠϯ૯߹学科
ҩྍ৘ใίʔεଔൃڀݚۀදձ
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